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　地域の集会施設は、「市保有施設」と「民間保有施設」に分けられます。「市
保有施設」を関市地区公民センターと言い、関市地区公民センター再配置が
始まった平成20年度時点では全体で110施設ありました。すでに条例上の
廃止が完了しているのは54施設、継続中が56施設あります。現在、指定管理
等で継続中の56施設も方針はほぼ譲渡で固まってきています。

関市地区公民
センター再配置
の現状整理

地元が受けた事例

地元へ譲渡した先例

これから譲渡を受ける事例

廃止から譲渡へ変更

地元が受けなかった事例

廃止後の転用を検討中

　地元へ譲渡した先駆的な例として武儀地域の下之保にある殿村集
会場が挙げられます。この集会場は平成６年３月に竣工し、その後、平
成25年７月１日に市から殿村区へ所有権が移転されました。なお、
譲渡直後の９月には空調設備が故障したため、市から半額補助を受
けて修繕したことがあります。
　殿村区はおよそ60世帯の自治会で構成されており、現在は定期的
な自治会役員会、常会や自治会の行事（高齢者の集まりや地元神社
の祭礼後の直会など）をメインに使用されています。また、災害時に
おける地域独自の避難所に指定されています。

　関市地区公民センターの再配置は、平成20年度から着手され、平成27年度の公共施設
再配置計画に位置づけられました。これまでに市は地域の管理者等と話し合いながら、現
在はほぼすべての施設で今後の方向性が決定しました。

　「公民センター」とは、地区の集会施設として地域住民のコミュニティー活動、生涯学習、社
会教育、および福祉の増進を図るための多目的施設です。「公民館」、「集会場」と呼ばれて
いるものもあり、関市地区公民センターと同様の位置づけをされている施設もあります。な
お、今回の110施設の中には、地域で作られた集会場等は含まれていません。

　関市地区公民センター再配置は、多くの市民に関わることですが、ま
だまだ知らない方も多いのではないでしょうか。この特集が、ご自身の地
域ではどうなっているのか、目を向けていただける機会となれば幸いで

関*ギカイちゃん

関*ギカイちゃん

実際にど
う？

関市地区公民
センター再配置
における経緯

下之保殿村集会場

　小瀬南公民センターは令和５年12月、市からの公民センター意向調

査（譲渡または廃止）を受け、令和６年５月の総会で対象５自治会約

350世帯の多数決により僅差で廃止の選択となりました。その後、多くの

自治会員や各種団体より譲渡の要望が地元小瀬区（任意団体）に寄せ

られ、検討の結果、小瀬区が施設の譲渡を受けることに決定しました。

公民センター管理運営委員会は令和８年３月末で解散しましたが、

同年４月より、小瀬区が譲渡を前提とした使用許可を受け、集会施設と

して残ることになりました。

小瀬南公民センター

　東部公民センターは昭和46年10月に建築され、平成24年度に耐震

補強、平成28年度に空調設備整備、平成30年度にトイレ改修を実施。

空調・トイレの整備では、地元で寄付を集めて費用の２分の１を負担

し、施設を大切に使ってきました。６町内による管理運営委員会は市か

らの無償譲渡受入を断念、令和７年３月17日付で「廃止承諾書」を提

出し、令和８年３月に廃止されました。市は施設を福祉事業に転用す

る方向で検討を進めています。地元地域では「地域でまだまだ使える

施設だと思っていた」、「これからどうなるのだろう」といった声が聞かれ

東部公民センター（旭ケ丘）

まとめ

地域の事例を
　　　　　ご紹介！

関市地区公民センターの状況

地域の
集会施設

民間保有施設

関市
地区公民センター
（市保有施設）

指定管理等で継続中
（56施設）

公共施設としては廃止
（54施設）

全施設を公共施設として
廃止の方針

全体：110施設
（H20年度時点）

（公共サービスを終了）

（地域団体等による運営など）

（民間等による利活用）
（29施設）

取り壊し/
他の用途に活用

（25施設）
（住民が施設を継承）
地域に譲渡

23
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承認第６号

ー

議案番号
付託委員会

〔表示記号〕
議決結果：◎可決、×否決
賛否状況：○賛成、×反対

ー：議長は採決に加わらない

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○- × ○

岩
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之
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尾
一
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野
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典
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隆
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克
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石
原
教
雅

川
合
治
義

議
長

新政クラブ 市議会
公明党

日本共産党
関市議員団

若草
クラブ

清流
クラブ

無
会
派

無
会
派

子ども・子育て支援納付金課税額に係るもの等

専決処分の承認
（関市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） ×

議案名
主な内容

×

本会議で賛否が分かれた議案

● 企業版ふるさと納税 1,030万円　　　● 財政調整基金積立金 11億3,126万４千円　など

専決処分の承認 （令和７年度関市一般会計補正予算（第13号））承認第３号

補正予算の主な内容
地方交付税、寄附金など　補正予算　11億5,731万３千円を追加

● 基礎課税額の限度額の引き上げ      660,000円 → 670,000円

● 保険税の軽減の判定に係る世帯所得金額の加算額の引き上げ（１人につき）
　　 ５割軽減　305,000円 → 310,000円　　　２割軽減　560,000円 → 570,000円

● 子ども･子育て支援納付金課税額　　賦課限度額（30,000円）を定める　

専決処分の承認 （関市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）承認第６号
議案の内容

◆ 議 長 / 渡辺 英人（市議３期）　◆ 副議長 / 池村 真一郎（市議２期）　◆ 監査委員 / 武藤 記子（市議２期）

■ 議会運営委員会（委員８人）　

■ 常任委員会 / 総務厚生委員会（委員８人）、文教経済委員会（委員７人）、建設環境委員会（委員７人）　　

※ 政治倫理に関する調査特別委員会（委員11人）、議会広報委員会（委員11人）の委員は継続
※ 委員の氏名は、議会だより９号（2026年６月）の９ページ参照

議会の新しい組織構成

主な議案の説明

　令和８年関市議会第１回臨時会を５月８日に開催しました。
　この臨時会では、専決処分の承認５件（補正予算１件、条例３件、諮問（人事案件）１件）、
一般議案８件、諮問（人事案件）１件の、合わせて14件を審議しました。また、選挙で副議長を
選出するなど議会の新しい組織構成を決定しました。

令和８年 第1回臨時会／議案・審議結果の説明

全会一致で可決された議案

議　案　の　審　議　結　果

議案番号 議　案　名 主　な　内　容 付託委員会
承認第３号

承認第４号

承認第５号

承認第７号

議案第41号

議案第42号

議案第43号

議案第44号

議案第45号

議案第46号

議案第47号

議案第48号

諮問第３号

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

歳入歳出額　11億5,731万３千円増　　財政調整基金積立金11億3,126万４千円など

軽自動車税環境性能割の廃止など、地方税法の一部改正に伴う改正

地方税法の一部改正に伴う改正

税務課長を選任

契約額　２億3,752万３千円

契約額　６億6,918万５千円

契約額　10億9,670万円

契約額　３億1,900万円

金額の変更　２億9,370万円　⇒　３億4,921万７千円

金額の変更　４億1,250万円　⇒　４億5,789万2,600円

金額の変更　２億4,750万円　⇒　２億6,030万7,300円

7,245台　契約額　4,789万6,695円

武藤記子議員を監査委員に選出

専決処分の承認（令和７年度関市一般会計補正予算（第13号））

専決処分の承認（関市税条例の一部を改正する条例）

専決処分の承認（関市都市計画税条例の一部を改正する条例）

専決処分の承認（関市固定資産評価員の選任）

工事請負契約の締結（関市民球場スコアボード改修工事）

工事請負契約の締結（わかくさ･プラザ受変電設備改修工事）

工事請負契約の締結（旭ケ丘中学校長寿命化改良事業建築工事）

工事請負契約の締結（安桜小学校留守家庭児童教室建設工事）

工事請負契約の変更（わかくさ･プラザ 総合体育館等改修（建築）工事）

工事請負契約の変更（わかくさ･プラザ 総合体育館等改修（機械設備）工事）

工事請負契約の変更（中池陸上競技場第３種公認改修工事）

財産の処分（ＧＩＧＡスクール用タブレット端末）

関市監査委員の選任（議員選任）

議会だより

「すぱっと」

特集

議会だより

「すぱっと」

特集

教えてください、あなたの「すぱっと」
市民アンケート結果報告

教えてください、あなたの「すぱっと」
市民アンケート結果報告

議会をもっと身近に感じてもらうため、「すぱっと」の読者アンケートを実施しま

した。市民の皆さんから370件のご回答をいただき、ありがとうございました。

いただいた声を、これからの紙面づくりに生かしていきます。

「関心が高まった」「議員の役割が分かった」が上位に。“議会を身近に感じてもらう”という私たちの願い
が、少しずつ形になってきていると感じます。一方で３人に１人は「変化なし」。読んで終わりにせず、傍聴
やご意見につながるよう、紙面を工夫していきます。

アンケート実施時期
令和８年１～３月

読んだ人の約３人に２人に、
なんらかの意識・行動の
変化がありました。

45%

28%

25%

21%

9%

これからの「すぱっと」へ

広報委員から

広報委員から

半数以上の方が読んでくださって
いる一方、「すぱっと」を知らない方
が４人に１人。“まず手に取っても
らう”ことが次の課題です。配布方法
や置き場所の見直しを進めます。

まとめ

「暮らしに直結する話題を」という
声が最多。議案や質問を“自分ごと”
として感じてもらえるよう、生活への
影響を分かりやすく伝えます。図解
やイラストも増やします。

読んでくださった方の約３人に２人が、議会への関心の高まりや役割の理解など、前向きな変化を感じてくださいました。一方
で「すぱっと」を知らない方も４人に１人。“もっと多くの人へ、もっと分かりやすく”を合言葉に、暮らしに直結する話題や図解
を増やし、議会をより身近に感じてもらえる紙面をつくっていきます。これからも「すぱっと」をよろしくお願いします。

65%

アンケート回答総数

370件

「毎号」「ときどき」読む人
（読者の割合）

55%

内容が「分かりやすい」と
感じた人（読者203人中）

76%

市民生活に直結する話題

高齢者向けの内容

議員の考えや背景が分かる記事

若者・子育て世代向けの内容

図解・イラスト中心の記事

市政や議会への関心が高まった

議会や議員の役割が分かった

市の施策について家族や知人と話した

市のホームページやSNSを見た

特に変化はない

38%

31%

11%

８%

35%

どのくらい読まれていますか？２ これから読みたい記事は？３

読んで、意識や行動は変わりましたか？1 読者203人・複数回答

回答者 370人・複数回答回答者 370人

毎号読む　　　　　　ときどき読む　　　ほとんど読まない

まったく読まない　　　知らない

関*ギカイちゃん

関*ギカイちゃん

広報委員から

アンケートは、オンラインのほかに、広報
委員会のメンバーが市民の皆さんに直接
聞き取りして実施もしたよ。ご協力ありが
とうございました！

29 % 26% 11% ９% 25%

45



承認第６号

ー

議案番号
付託委員会

〔表示記号〕
議決結果：◎可決、×否決
賛否状況：○賛成、×反対

ー：議長は採決に加わらない

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○- × ○

岩
出
和
也

村
井
芙
美
加

北
村
隆
幸

渡
辺
英
人

足
立
将
裕

議
決
結
果

長
瀬
敦
久

池
村
真
一
郎

林

裕
之

武
藤
記
子

長
尾
一
郎

浅
野
典
之

三
輪
正
善

幅

永
典

市
川
隆
也

小
森
敬
直

猿
渡
直
樹

土
屋
雅
義

栗
山

守

安
達
克
也

田
中

巧

石
原
教
雅

川
合
治
義

議
長

新政クラブ 市議会
公明党

日本共産党
関市議員団

若草
クラブ

清流
クラブ

無
会
派

無
会
派

子ども・子育て支援納付金課税額に係るもの等

専決処分の承認
（関市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） ×

議案名
主な内容

×

本会議で賛否が分かれた議案

● 企業版ふるさと納税 1,030万円　　　● 財政調整基金積立金 11億3,126万４千円　など

専決処分の承認 （令和７年度関市一般会計補正予算（第13号））承認第３号

補正予算の主な内容
地方交付税、寄附金など　補正予算　11億5,731万３千円を追加

● 基礎課税額の限度額の引き上げ      660,000円 → 670,000円

● 保険税の軽減の判定に係る世帯所得金額の加算額の引き上げ（１人につき）
　　 ５割軽減　305,000円 → 310,000円　　　２割軽減　560,000円 → 570,000円

● 子ども･子育て支援納付金課税額　　賦課限度額（30,000円）を定める　

専決処分の承認 （関市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）承認第６号
議案の内容

◆ 議 長 / 渡辺 英人（市議３期）　◆ 副議長 / 池村 真一郎（市議２期）　◆ 監査委員 / 武藤 記子（市議２期）

■ 議会運営委員会（委員８人）　

■ 常任委員会 / 総務厚生委員会（委員８人）、文教経済委員会（委員７人）、建設環境委員会（委員７人）　　

※ 政治倫理に関する調査特別委員会（委員11人）、議会広報委員会（委員11人）の委員は継続
※ 委員の氏名は、議会だより９号（2026年６月）の９ページ参照

議会の新しい組織構成

主な議案の説明

　令和８年関市議会第１回臨時会を５月８日に開催しました。
　この臨時会では、専決処分の承認５件（補正予算１件、条例３件、諮問（人事案件）１件）、
一般議案８件、諮問（人事案件）１件の、合わせて14件を審議しました。また、選挙で副議長を
選出するなど議会の新しい組織構成を決定しました。

令和８年 第1回臨時会／議案・審議結果の説明

全会一致で可決された議案

議　案　の　審　議　結　果

議案番号 議　案　名 主　な　内　容 付託委員会
承認第３号

承認第４号

承認第５号

承認第７号

議案第41号

議案第42号

議案第43号

議案第44号

議案第45号

議案第46号

議案第47号

議案第48号

諮問第３号

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

歳入歳出額　11億5,731万３千円増　　財政調整基金積立金11億3,126万４千円など

軽自動車税環境性能割の廃止など、地方税法の一部改正に伴う改正

地方税法の一部改正に伴う改正

税務課長を選任

契約額　２億3,752万３千円

契約額　６億6,918万５千円

契約額　10億9,670万円

契約額　３億1,900万円

金額の変更　２億9,370万円　⇒　３億4,921万７千円

金額の変更　４億1,250万円　⇒　４億5,789万2,600円

金額の変更　２億4,750万円　⇒　２億6,030万7,300円

7,245台　契約額　4,789万6,695円

武藤記子議員を監査委員に選出

専決処分の承認（令和７年度関市一般会計補正予算（第13号））

専決処分の承認（関市税条例の一部を改正する条例）

専決処分の承認（関市都市計画税条例の一部を改正する条例）

専決処分の承認（関市固定資産評価員の選任）

工事請負契約の締結（関市民球場スコアボード改修工事）

工事請負契約の締結（わかくさ･プラザ受変電設備改修工事）

工事請負契約の締結（旭ケ丘中学校長寿命化改良事業建築工事）

工事請負契約の締結（安桜小学校留守家庭児童教室建設工事）

工事請負契約の変更（わかくさ･プラザ 総合体育館等改修（建築）工事）

工事請負契約の変更（わかくさ･プラザ 総合体育館等改修（機械設備）工事）

工事請負契約の変更（中池陸上競技場第３種公認改修工事）

財産の処分（ＧＩＧＡスクール用タブレット端末）

関市監査委員の選任（議員選任）

議会だより

「すぱっと」

特集

議会だより

「すぱっと」

特集

教えてください、あなたの「すぱっと」
市民アンケート結果報告

教えてください、あなたの「すぱっと」
市民アンケート結果報告

議会をもっと身近に感じてもらうため、「すぱっと」の読者アンケートを実施しま

した。市民の皆さんから370件のご回答をいただき、ありがとうございました。

いただいた声を、これからの紙面づくりに生かしていきます。

「関心が高まった」「議員の役割が分かった」が上位に。“議会を身近に感じてもらう”という私たちの願い
が、少しずつ形になってきていると感じます。一方で３人に１人は「変化なし」。読んで終わりにせず、傍聴
やご意見につながるよう、紙面を工夫していきます。

アンケート実施時期
令和８年１～３月

読んだ人の約３人に２人に、
なんらかの意識・行動の
変化がありました。

45%

28%

25%

21%

9%

これからの「すぱっと」へ

広報委員から

広報委員から

半数以上の方が読んでくださって
いる一方、「すぱっと」を知らない方
が４人に１人。“まず手に取っても
らう”ことが次の課題です。配布方法
や置き場所の見直しを進めます。

まとめ

「暮らしに直結する話題を」という
声が最多。議案や質問を“自分ごと”
として感じてもらえるよう、生活への
影響を分かりやすく伝えます。図解
やイラストも増やします。

読んでくださった方の約３人に２人が、議会への関心の高まりや役割の理解など、前向きな変化を感じてくださいました。一方
で「すぱっと」を知らない方も４人に１人。“もっと多くの人へ、もっと分かりやすく”を合言葉に、暮らしに直結する話題や図解
を増やし、議会をより身近に感じてもらえる紙面をつくっていきます。これからも「すぱっと」をよろしくお願いします。

65%

アンケート回答総数

370件

「毎号」「ときどき」読む人
（読者の割合）

55%

内容が「分かりやすい」と
感じた人（読者203人中）

76%

市民生活に直結する話題

高齢者向けの内容

議員の考えや背景が分かる記事

若者・子育て世代向けの内容

図解・イラスト中心の記事

市政や議会への関心が高まった

議会や議員の役割が分かった

市の施策について家族や知人と話した

市のホームページやSNSを見た

特に変化はない

38%

31%

11%

８%

35%

どのくらい読まれていますか？２ これから読みたい記事は？３

読んで、意識や行動は変わりましたか？1 読者203人・複数回答

回答者 370人・複数回答回答者 370人

毎号読む　　　　　　ときどき読む　　　ほとんど読まない

まったく読まない　　　知らない

関*ギカイちゃん

関*ギカイちゃん

広報委員から

アンケートは、オンラインのほかに、広報
委員会のメンバーが市民の皆さんに直接
聞き取りして実施もしたよ。ご協力ありが
とうございました！

29 % 26% 11% ９% 25%

45



関市手数料徴収条例の一部改正議案第51号

多機能端末機の利用促進を図るため、多機能端末機を利用して住民票等を交付する際の手数料について、一律

100円を減額する改正

議案の内容

非常勤消防団員等に係る葬祭補償の定額部分を315,000円から330,000円に引き上げるもの

関市消防団員等公務災害補償条例の一部改正議案第55号
議案の内容

●バスカット改修・設置工事（マーゴ前改修、赤土坂設置）

●最高裁判所判決に伴う生活保護費追加給付事業

●スマート農業技術導入支援事業補助金

●肥料高騰対策機械等整備事業補助金

●旭ケ丘中長寿命化改良事業（減額）

令和８年度関市一般会計補正予算（第１号）議案第59号

補正予算の主な内容

令和８年度に予算計上していた旭ケ丘中学校長寿命化改良事業などについて、国から補助事業採択された
ことに伴い令和７年度事業として実施するため、補正予算８億7,116万7,000円の減

●歳入　物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金、財政調整基金繰入金

●歳出　水道事業補助金

令和８年度関市一般会計補正予算（第２号）議案第61号

補正予算の主な内容

水道基本料金の免除を12月請求分まで延長するための予算 １億2,000万円を追加

定例会日程

　令和８年関市議会第２回定例会を６月５日から６月29日までの25日間、開催しました。この
定例会では、条例関係７件、補正予算４件、一般議案３件、報告３件、諮問（人事案件）１件、請願
１件の、合わせて19件を審議しました。

令和８年 第２回定例会／議案・審議結果の説明

本会議（１日目）　議案上程、説明

本会議（２日目）　議案質疑、討論、採決、委員会付託等、代表・一般質問

本会議（３日目）　一般質問

本会議（４日目）　一般質問

本会議（５日目）　一般質問

総務厚生委員会

文教経済委員会

建設環境委員会

本会議（６日目）　委員長報告・質疑・討論・採決、追加議案上程、採決

６月５日

６月16日

６月17日

６月18日

６月19日

６月22日

６月23日

６月24日

６月29日

主な議案の説明

全会一致で可決された議案

議　案　の　審　議　結　果

議案番号 議　案　名 主　な　内　容 付託委員会
議案第50号

議案第51号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

議案第60号

議案第61号

議案第62号

報告第２号

報告第３号

報告第４号

諮問第４号

関市税条例の一部改正

関市手数料徴収条例の一部改正

関市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部改正

関市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部改正

関市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部改正

関市消防団員等公務災害補償条例の一部改正

工事請負契約の締結（池尻公民センター等建替工事）

工事請負契約の締結（旭ケ丘中学校長寿命化改良事業電気設備工事）

字区域の変更

令和８年度関市一般会計補正予算（第１号）

令和８年度関市下水道事業会計補正予算（第１号）

令和８年度関市一般会計補正予算（第２号）

令和８年度関市水道事業会計補正予算（第１号）

令和７年度関市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告

令和７年度関市水道事業会計予算繰越計算書の報告

令和７年度関市下水道事業会計予算繰越計算書の報告

関市農業委員会委員の任命

総務厚生

総務厚生

総務厚生

総務厚生

総務厚生

－

－

－

建設環境

各常任委

建設環境

－

－

－

－

－

－

特定一般用医薬品等購入費を支払った場合の医療費控除の特例について適用期限を撤廃するなど

多機能端末機を利用して住民票等を交付する際の手数料を一律100円減額するもの

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て
支援施設等の運営に関する基準の一部改正に伴う改正

職員の配置基準の見直しに伴う改正など

従業者の乳幼児等に対する性暴力等を防止し、及び性暴力等が行われた場合に乳幼児
を適切に保護するため、必要な措置を講じることを事業者に義務付けるもの

非常勤消防団員等に係る葬祭補償の定額部分を315,000円→330,000円に改定するもの

契約額　２億6,730万円

契約額　１億8,205万円

市有地の一部を大字市平賀字岩下、大字肥田瀬字立岩に変更

歳入歳出額　 ８億7,116万７千円減

資本的収入 4,170万円　　資本的支出 4,400万円

歳入歳出額　　１億２千万円

水道料金（基本料金）の免除期間を12月請求分まで延長

関市一般会計予算繰越明許費の報告

関市水道事業会計予算繰越額の使用に関する計画の報告

関市下水道事業会計予算繰越額の使用に関する計画の報告

再任１名、新任18名の合計19名を委員に任命

議案第49号

ー

議案番号
付託委員会

〔表示記号〕
議決結果：◎可決・採択、×否決・不採択

賛否状況：○賛成、×反対、欠：欠席
ー：議長は採決に加わらない

◎ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○- × ○

岩
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也

村
井
芙
美
加

北
村
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幸
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英
人
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将
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議
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果

長
瀬
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久

池
村
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一
郎

林

裕
之

武
藤
記
子

長
尾
一
郎

浅
野
典
之

三
輪
正
善

幅

永
典

市
川
隆
也

小
森
敬
直

猿
渡
直
樹

土
屋
雅
義

栗
山

守

安
達
克
也

田
中

巧

石
原
教
雅

川
合
治
義

議
長

新政クラブ 市議会
公明党

日本共産党
関市議員団

若草
クラブ

清流
クラブ

無
会
派

無
会
派

多機能端末機による印鑑登録証明書の交付申請方法に、特定在留
カード及び特定特別永住者証明書を用いた方法を追加する改正

関市印鑑条例の一部改正
×

議案名
主な内容

○

請願第１号

総務厚生
◎ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×○ ○- ○ ×公立保育園の縮小・閉園方針に対し、計画の再検

討を求める

関市公立保育所適正化計画（案）の再検討を求め
る請願 ○ ○

本会議で賛否が分かれた議案

請願の趣旨（要旨）
市が示した公立保育園の縮小・閉園方針に対し、保護者や地域住民への情報提供や意見反映の機会が不十
分であるとして、計画策定経緯の丁寧な説明と意見聴取の場を求めています。また、在園児の卒園を待たない
早急な閉園時期への懸念、未満児保育の需要や各園が果たすインクルーシブ保育等の公立ならではの役割
を踏まえ、あらかじめ結論を固定することなく、本計画を改めて検討することを求めるものです。

請願第 1号

関市公立保育所適正化計画（案）の再検討を求める請願採択

賛 成 閉園対象の南ケ丘・富野両保育園は重要な役割を果たしており、子どもと保護者・地域のために
小規模園を維持するよう計画案を再検討すべきだ。

賛 成 計画の撤回を求めるものではなく保育需要や地域特性、制度改正の影響を踏まえ閉園方針
をあらかじめ固定することなく改めて検討することを求めるものである。

討 論

請願
事項

公立保育園の役割や各園の特色、地域特性、並びに当事者の意見を十分に踏まえ、
あらかじめ結論を固定することなく、本計画を改めて検討すること

※村井芙美加議員は産休のため第２回定例会を欠席しました。
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関市手数料徴収条例の一部改正議案第51号

多機能端末機の利用促進を図るため、多機能端末機を利用して住民票等を交付する際の手数料について、一律

100円を減額する改正

議案の内容

非常勤消防団員等に係る葬祭補償の定額部分を315,000円から330,000円に引き上げるもの

関市消防団員等公務災害補償条例の一部改正議案第55号
議案の内容

●バスカット改修・設置工事（マーゴ前改修、赤土坂設置）

●最高裁判所判決に伴う生活保護費追加給付事業

●スマート農業技術導入支援事業補助金

●肥料高騰対策機械等整備事業補助金

●旭ケ丘中長寿命化改良事業（減額）

令和８年度関市一般会計補正予算（第１号）議案第59号

補正予算の主な内容

令和８年度に予算計上していた旭ケ丘中学校長寿命化改良事業などについて、国から補助事業採択された
ことに伴い令和７年度事業として実施するため、補正予算８億7,116万7,000円の減

●歳入　物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金、財政調整基金繰入金

●歳出　水道事業補助金

令和８年度関市一般会計補正予算（第２号）議案第61号

補正予算の主な内容

水道基本料金の免除を12月請求分まで延長するための予算 １億2,000万円を追加

定例会日程

　令和８年関市議会第２回定例会を６月５日から６月29日までの25日間、開催しました。この
定例会では、条例関係７件、補正予算４件、一般議案３件、報告３件、諮問（人事案件）１件、請願
１件の、合わせて19件を審議しました。

令和８年 第２回定例会／議案・審議結果の説明

本会議（１日目）　議案上程、説明

本会議（２日目）　議案質疑、討論、採決、委員会付託等、代表・一般質問

本会議（３日目）　一般質問

本会議（４日目）　一般質問

本会議（５日目）　一般質問

総務厚生委員会

文教経済委員会

建設環境委員会

本会議（６日目）　委員長報告・質疑・討論・採決、追加議案上程、採決

６月５日

６月16日

６月17日

６月18日

６月19日

６月22日

６月23日

６月24日

６月29日

主な議案の説明

全会一致で可決された議案

議　案　の　審　議　結　果

議案番号 議　案　名 主　な　内　容 付託委員会
議案第50号

議案第51号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

議案第60号

議案第61号

議案第62号

報告第２号

報告第３号

報告第４号

諮問第４号

関市税条例の一部改正

関市手数料徴収条例の一部改正

関市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部改正

関市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部改正

関市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部改正

関市消防団員等公務災害補償条例の一部改正

工事請負契約の締結（池尻公民センター等建替工事）

工事請負契約の締結（旭ケ丘中学校長寿命化改良事業電気設備工事）

字区域の変更

令和８年度関市一般会計補正予算（第１号）

令和８年度関市下水道事業会計補正予算（第１号）

令和８年度関市一般会計補正予算（第２号）

令和８年度関市水道事業会計補正予算（第１号）

令和７年度関市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告

令和７年度関市水道事業会計予算繰越計算書の報告

令和７年度関市下水道事業会計予算繰越計算書の報告

関市農業委員会委員の任命

総務厚生

総務厚生

総務厚生

総務厚生

総務厚生

－

－

－

建設環境

各常任委

建設環境

－

－

－

－

－

－

特定一般用医薬品等購入費を支払った場合の医療費控除の特例について適用期限を撤廃するなど

多機能端末機を利用して住民票等を交付する際の手数料を一律100円減額するもの

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て
支援施設等の運営に関する基準の一部改正に伴う改正

職員の配置基準の見直しに伴う改正など

従業者の乳幼児等に対する性暴力等を防止し、及び性暴力等が行われた場合に乳幼児
を適切に保護するため、必要な措置を講じることを事業者に義務付けるもの

非常勤消防団員等に係る葬祭補償の定額部分を315,000円→330,000円に改定するもの

契約額　２億6,730万円

契約額　１億8,205万円

市有地の一部を大字市平賀字岩下、大字肥田瀬字立岩に変更

歳入歳出額　 ８億7,116万７千円減

資本的収入 4,170万円　　資本的支出 4,400万円

歳入歳出額　　１億２千万円

水道料金（基本料金）の免除期間を12月請求分まで延長

関市一般会計予算繰越明許費の報告

関市水道事業会計予算繰越額の使用に関する計画の報告

関市下水道事業会計予算繰越額の使用に関する計画の報告

再任１名、新任18名の合計19名を委員に任命

議案第49号

ー

議案番号
付託委員会

〔表示記号〕
議決結果：◎可決・採択、×否決・不採択

賛否状況：○賛成、×反対、欠：欠席
ー：議長は採決に加わらない

◎ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○- × ○
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田
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川
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議
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新政クラブ 市議会
公明党

日本共産党
関市議員団

若草
クラブ

清流
クラブ

無
会
派

無
会
派

多機能端末機による印鑑登録証明書の交付申請方法に、特定在留
カード及び特定特別永住者証明書を用いた方法を追加する改正

関市印鑑条例の一部改正
×

議案名
主な内容

○

請願第１号

総務厚生
◎ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×○ ○- ○ ×公立保育園の縮小・閉園方針に対し、計画の再検

討を求める

関市公立保育所適正化計画（案）の再検討を求め
る請願 ○ ○

本会議で賛否が分かれた議案

請願の趣旨（要旨）
市が示した公立保育園の縮小・閉園方針に対し、保護者や地域住民への情報提供や意見反映の機会が不十
分であるとして、計画策定経緯の丁寧な説明と意見聴取の場を求めています。また、在園児の卒園を待たない
早急な閉園時期への懸念、未満児保育の需要や各園が果たすインクルーシブ保育等の公立ならではの役割
を踏まえ、あらかじめ結論を固定することなく、本計画を改めて検討することを求めるものです。

請願第 1号

関市公立保育所適正化計画（案）の再検討を求める請願採択

賛 成 閉園対象の南ケ丘・富野両保育園は重要な役割を果たしており、子どもと保護者・地域のために
小規模園を維持するよう計画案を再検討すべきだ。

賛 成 計画の撤回を求めるものではなく保育需要や地域特性、制度改正の影響を踏まえ閉園方針
をあらかじめ固定することなく改めて検討することを求めるものである。

討 論

請願
事項

公立保育園の役割や各園の特色、地域特性、並びに当事者の意見を十分に踏まえ、
あらかじめ結論を固定することなく、本計画を改めて検討すること

※村井芙美加議員は産休のため第２回定例会を欠席しました。
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６
月
24
日（
水
）

建
設
環
境
委
員
会

６
月
23
日（
火
）

文
教
経
済
委
員
会

文
教
経
済
委
員
会

６
月
22
日（
月
）

市民環境部、基盤整備部

　市政は範囲が広いので、関市議会では議員
が３つの委員会に分かれて担当する分野に
ついて詳しい審査を行っています。

COMMIT TEE INFORMAT ION

委員会報告委員会報告

総
務
厚
生
委
員
会

令和８年度関市一般会計補正予算（第１号）の所管部分
（生活保護費追加給付事業）

議案第59号

関市公立保育所適正化計画（案）の再検討を求める請願
（※計画案に対する健康福祉部への質疑応答）

請願第１号

市長公室、財務部、健康福祉部、その他の常任委員会に属さない事項

　議会には、提出された議案について詳しく審査する常任委員会
や特定の課題を審査・調査する特別委員会が設置されています。
　ここでは、第２回定例会で審査された主な内容をご紹介します！

追加給付の対象世帯および人数は。Q
手続きなしでの給付が327世帯、387人。申出が必要な世帯は30世帯を見込んで
いる。

A

スマート農業については今後も重要であると認識しており、国や県の補助事業を
活用しながら、地域の実情に応じて継続的に推進していきたい。A

申出が必要な世帯の特定は可能ではないか。Q
生活保護を廃止した世帯はその後の居住地の特定が難しい。追跡調査について
は国、県の動向を確認しながら進めていきたい。

A

良い保育（小規模保育の良さ）を提供するという考えが欠落しているのではないか。Q
小規模保育の優位性は否定しないが、大規模園でも個々の子どもに合わせた
丁寧な関わりを提供することは可能と考えている。

A

公立保育所が民間保育所の補完でなければならないのか。Q
公立も民間も同様な保育を提供しているため、民間の力
を借りて保育を担ってもらう考えによるもの。

A

優れたインクルーシブ保育を実践する民間保育園があるか。Q
どの保育園でも素晴らしいインクルーシブ保育を行っていると理解している。A

廃止計画について抜本的な見直しの考えはないか。Q
閉園自体を取りやめるという見直しの考えはない。A

Q 今回の補正予算は県補助金を活用する事業だが、今後、市としてスマート農業を
推進していく考えはあるのか。

道路を新設する場合には協議の上、道路管理者が整備を行うが、後からバス停
を設置する場合は、整備する事業者が行うことになる。また、マーゴ前について
は、両側に駐車場や店舗があり民地への拡幅が難しい状況であるため、前後の
長さを十分確保することで後続車両に影響が出ない範囲で整備を行う。

A

Q 県が管理する道路にバス停車帯を整備する際も市費で工事を行うのか。また、
マーゴ前バス停留所に隣接する歩道が狭いため拡幅工事は行わないのか。

狭あい道路整備事業は、狭あい部分の拡幅につい
て、土地所有者が用地を市へ寄附することを前提に
行う事業で、境界確定等の協議が整った場合は、市
が分筆及び所有権移転登記並びに工事を実施す
る。直近３年間では今回の申請１件のみである。今
後、市としても幅広く周知をしていきたい。

A

Q 狭あい道路整備の近年の実施状況は。

今回の対象者は乾燥機を購入するが、これまで乾燥
機稼働中はその付近にいる必要があった。導入によ
り遠隔操作で状況を把握できることから、その間に
別の作業を行えるようになるため、生産性の向上等
につながっていく。

A

Q スマート農業技術の導入によって、どのような成果を
見込んでいるのか。

令和８年度関市一般会計補正予算（第１号）の所管部分
（スマート農業技術導入支援）

議案第59号

令和８年度関市一般会計補正予算（第１号）の所管部分
（バス路線関連施設整備）

議案第59号

教育委員会、協働推進部、産業経済部、農業委員会

請願第１号について総務厚生委員会では全会一致で採択すべきものと決しました。

富野保育園

バス停車帯（バスカット）を新設予定の
赤土坂バス停

委員会では

スマート農業技術（イメージ）
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建
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委
員
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６
月
23
日（
火
）

文
教
経
済
委
員
会

文
教
経
済
委
員
会

６
月
22
日（
月
）

市民環境部、基盤整備部

　市政は範囲が広いので、関市議会では議員
が３つの委員会に分かれて担当する分野に
ついて詳しい審査を行っています。

COMMIT TEE INFORMAT ION

委員会報告委員会報告

総
務
厚
生
委
員
会

令和８年度関市一般会計補正予算（第１号）の所管部分
（生活保護費追加給付事業）

議案第59号

関市公立保育所適正化計画（案）の再検討を求める請願
（※計画案に対する健康福祉部への質疑応答）

請願第１号

市長公室、財務部、健康福祉部、その他の常任委員会に属さない事項

　議会には、提出された議案について詳しく審査する常任委員会
や特定の課題を審査・調査する特別委員会が設置されています。
　ここでは、第２回定例会で審査された主な内容をご紹介します！

追加給付の対象世帯および人数は。Q
手続きなしでの給付が327世帯、387人。申出が必要な世帯は30世帯を見込んで
いる。

A

スマート農業については今後も重要であると認識しており、国や県の補助事業を
活用しながら、地域の実情に応じて継続的に推進していきたい。A

申出が必要な世帯の特定は可能ではないか。Q
生活保護を廃止した世帯はその後の居住地の特定が難しい。追跡調査について
は国、県の動向を確認しながら進めていきたい。

A

良い保育（小規模保育の良さ）を提供するという考えが欠落しているのではないか。Q
小規模保育の優位性は否定しないが、大規模園でも個々の子どもに合わせた
丁寧な関わりを提供することは可能と考えている。

A

公立保育所が民間保育所の補完でなければならないのか。Q
公立も民間も同様な保育を提供しているため、民間の力
を借りて保育を担ってもらう考えによるもの。

A

優れたインクルーシブ保育を実践する民間保育園があるか。Q
どの保育園でも素晴らしいインクルーシブ保育を行っていると理解している。A

廃止計画について抜本的な見直しの考えはないか。Q
閉園自体を取りやめるという見直しの考えはない。A

Q 今回の補正予算は県補助金を活用する事業だが、今後、市としてスマート農業を
推進していく考えはあるのか。

道路を新設する場合には協議の上、道路管理者が整備を行うが、後からバス停
を設置する場合は、整備する事業者が行うことになる。また、マーゴ前について
は、両側に駐車場や店舗があり民地への拡幅が難しい状況であるため、前後の
長さを十分確保することで後続車両に影響が出ない範囲で整備を行う。

A

Q 県が管理する道路にバス停車帯を整備する際も市費で工事を行うのか。また、
マーゴ前バス停留所に隣接する歩道が狭いため拡幅工事は行わないのか。

狭あい道路整備事業は、狭あい部分の拡幅につい
て、土地所有者が用地を市へ寄附することを前提に
行う事業で、境界確定等の協議が整った場合は、市
が分筆及び所有権移転登記並びに工事を実施す
る。直近３年間では今回の申請１件のみである。今
後、市としても幅広く周知をしていきたい。

A

Q 狭あい道路整備の近年の実施状況は。

今回の対象者は乾燥機を購入するが、これまで乾燥
機稼働中はその付近にいる必要があった。導入によ
り遠隔操作で状況を把握できることから、その間に
別の作業を行えるようになるため、生産性の向上等
につながっていく。

A

Q スマート農業技術の導入によって、どのような成果を
見込んでいるのか。

令和８年度関市一般会計補正予算（第１号）の所管部分
（スマート農業技術導入支援）

議案第59号

令和８年度関市一般会計補正予算（第１号）の所管部分
（バス路線関連施設整備）

議案第59号

教育委員会、協働推進部、産業経済部、農業委員会

請願第１号について総務厚生委員会では全会一致で採択すべきものと決しました。

富野保育園

バス停車帯（バスカット）を新設予定の
赤土坂バス停

委員会では

スマート農業技術（イメージ）
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市政に対する代表・一般質問
　代表・一般質問は、市の行政全般について市長に質問・政策提案を行い、市民の声
を市政に届けるものです。
　第２回定例会では、18人の議員が代表・一般質問を行いました。ここでは、質問と
答弁の一部をご紹介します。

質問の全内容は、YouTubeの録画配信や
後日公開される会議録検索システムで確認することができます。

YouTube
録画配信

https://www.city.seki.lg.jp/0000001807.html

本会議の様子はこちらから

会議録検索

https://www.city.seki.lg.jp/0000001470.html

掲載順は、質問を行った順番になっています。なお、掲載された原稿は各議員が作成しているため、
ご不明な点は議員にお尋ねください。

合
併
検
証
報
告
書

中
東
情
勢
に
よ
る
影
響
と
支
援
策

　
若
年
層
の
定
住
促
進
︑子
育
て
支

援
の
充
実
︑各
地
域
の
文
化
や
強
み

を
尊
重
し
︑地
域
の
実
情
に
応
じ
た

き
め
細
や
か
な
地
域
振
興
策
を
進
め

て
い
き
ま
す
︒

A
　
合
併
に
よ
る
財
政
支
援
を
有
効
に

活
用
す
る
と
と
も
に
︑ふ
る
さ
と
納

税
な
ど
自
主
財
源
の
確
保
や
事
務
事

業
の
見
直
し
を
行
い
安
定
し
た
財
政

基
盤
を
維
持
し
て
い
ま
す
︒合
併
直

後
94
億
円
で
あ
っ
た
基
金
が
令
和
７

年
度
末
に
は
約
４
１
０
億
円
に
ま
で

増
え
︑借
金
返
済
の
負
担
の
指
標
で

あ
る
実
質
公
債
費
比
率
も
大
き
く
減

少
し
ま
し
た
︒

A
合
併
時
約
９
万
５
千
人
の

人
口
が
20
年
間
で
１
万
２

千
人
減
少
︒そ
の
う
ち
︑半
数

が
旧
武
儀
郡
町
村
で
あ
る
︒

そ
れ
に
よ
り
︑地
域
の
活
力

維
持
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
︒地
域
ご
と
の
課
題
に
応

じ
た
人
口
対
策
が
必
要
で

は
な
い
か

Q

第
６
次
総
合
計
画
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は

Q

市
民
生
活
︑地
域
経
済
へ
の

影
響
と
支
援
策
は

Q
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
方
針
と
施
策
を
定
め
た
新

市
建
設
計
画
の
成
果
は

Q

合
併
後
の
財
政
状
況

の
変
化
は

Q

　
国
は
︑電
気
︑都
市
ガ
ス
︑ガ
ソ
リ

ン
代
へ
の
補
助
金
を
継
続
し
ま
す
︒

市
は
︑市
民
や
経
済
活
動
な
ど
広
く

効
果
が
あ
る
水
道
料
金
の
減
免
の
延

長
を
検
討
し
︑今
議
会
最
終
日
に
補

正
予
算
を
提
案
し
ま
す
︒

A

市
町
村
合
併
20
年
の
検
証
結
果

を
踏
ま
え
た
次
期
第
６
次
総
合

計
画
の
策
定
と
深
刻
化
す
る

高
齢
化
や
社
会
情
勢
の
変
化

か
ら
市
民
生
活
を
守
る
対
策

防
災
と
医
療
の

一
体
的
な
危
機
対
応
策

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
と

児
童
虐
待
防
止

基
金
運
用
と
財
政
流
動
性
の
確
保

A
　
予
測
を
上
回
る
若
年
層
の
流
出
と

高
齢
化
が
進
展
し
て
い
る
現
状
で

す
︒特
に
旧
武
芸
川
町
を
除
く
︑旧
町

村
部
の
人
口
減
少
と
高
齢
化
の
加
速

は
︑極
め
て
深
刻
な
危
機
で
あ
り
︑

﹁
人
口
減
少
・
超
高
齢
化
社
会
を
前
提

と
し
た
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
再

構
築
﹂と
い
う
新
た
な
視
点
と
覚
悟

を
持
っ
て
︑市
政
運
営
に
臨
む
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
︒

A
　
頼
れ
る
身
寄
り
が
い
な
い
高
齢
者

等
の
状
況
に
つ
い
て
は
︑現
時
点
で

は
全
体
の
状
況
の
把
握
は
十
分
に
進

ん
で
い
ま
せ
ん
︒社
会
福
祉
法
改
正

を
見
据
え
て
︑状
況
把
握
に
努
め
て

い
く
と
と
も
に
既
存
の
日
常
生
活
自

立
支
援
事
業
や
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

の
支
援
内
容
を
見
直
し
︑公
的
支
援

体
制
の
構
築
に
努
め
て
い
き
ま
す
︒

A
　
ナ
フ
サ
不
足
か
ら
他
県
で
は
品
薄

の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
が
︑本
市
は

現
在
︑１
年
分
以
上
の
在
庫
が
あ
り

安
定
し
た
供
給
が
可
能
で
す
︒市
民

の
皆
様
に
は
︑

安
心
し
て
指

定
ご
み
袋
を

ご
購
入
頂
け

ま
す
︒

Q
指
定
ご
み
袋
の
安
定
供
給
は

Q
旧
町
村
部
の
高
齢
化
の
危
機

認
識
は

Q
頼
れ
る
身
寄
り
が
い
な
い

高
齢
者
等
へ
の
公
的
支
援

体
制
は

A
　
重
視
す
る
視
点
は
︑①
共
創
が
生

み
出
す
︑活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
②
産

業
の
集
積
と
雇
用
の
充
実
③
安
心
で

快
適
な
暮
ら
し
の
実
現
で
す
︒今
後
︑

新
た
な
時
代
を
切
り
開
く
総
合
計
画

の
基
本
構
想
を
提
示
し
て
い
き
ま
す
︒

　
災
害
時
の
医
療
体
制
に
つ
い
て

は
︑医
師
会
・
歯
科
医
師
会
・
中
濃
厚

生
病
院
と
の
協
定
に
基
づ
き
医
療

救
護
体
制
を
整
備
し
︑D
M
A
T
派

遣
や
広
域
搬
送
な
ど
関
係
機
関
と

の
連
携
強
化
に
努
め
ま
す
︒ま
た
︑

大
規
模
避
難
訓
練
に
代
わ
り
︑地
域

主
体
の
実
践
的
な
避
難
訓
練
や
避

難
所
運
営
訓
練
を
推
進
し
︑医
療
機

関
・
地
域
住
民
・
行
政
が
連
携
し
た

実
効
性
の
高
い
防
災
体
制
の
構
築

を
目
指
し
ま
す
︒

A

　
基
金
運
用
に
つ
い
て
は
︑基
金
残

高
約
４
２
７
億
円
の
う
ち
債
券
運

用
が
大
半
を
占
め
る
中
︑現
金
・
定

期
預
金
１
０
０
億
円
の
確
保
を
目

標
に
債
券
の
現
金
化
を
進
め
︑財
政

の
流
動
性
と
安
定
性
の
向
上
に
努

め
ま
す
︒

A
　
介
護
保
険
事
業
で
は
︑高
齢
化
に

伴
う
認
定
者
数
や
給
付
費
の
増
加

を
見
据
え
︑介
護
予
防
︑フ
レ
イ
ル

対
策
︑地
域
の
支
え
合
い
活
動
︑生

涯
現
役
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す

る
と
と
も
に
︑介
護
人
材
確
保
や

D
X
︑重
層
的
支
援
体
制
の
充
実
を

図
り
ま
す
︒

A
　
重
点
事
業
１
７
６
の
う
ち
︑92
％

に
あ
た
る
１
６
２
事
業
が
完
了
し
ま

し
た
︒市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も﹁
住
み

や
す
さ
﹂﹁
住
み
続
け
た
い
意
向
﹂と

い
っ
た
市
民
意
識
が
向
上
し
て
い

ま
す
︒

A

Q
災
害
時
に
お
け
る

医
療
体
制
は

　
児
童
虐
待
防
止
に
つ
い
て
は
︑学

校
や
保
育
園
を
中
心
に
関
係
機
関

と
の
連
携
を
強
化
し
︑早
期
発
見
・

早
期
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
︒一
方

で
︑未
就
園
児
家
庭
は
支
援
に
繋
が

り
づ
ら
く
︑早
期
発
見
が
困
難
で
あ

る
こ
と
が
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒

A Q
福
祉
・
教
育
・
医
療
な
ど

関
係
機
関
の
連
携
強
化
は

介
護
保
険
事
業

Q
予
防
施
策
の
取
組
状
況
と

効
果
及
び
今
後
の
強
化
策
は

Q
市
民
の
貴
重
な
税
金
が
適

正
か
つ
有
効
に
運
用
さ
れ

る
た
め
の
︑今
後
の
方
針
と

流
動
性
低
下
リ
ス
ク
回
避

の
考
え
方
は

市議会公明党代表質問

足立 　裕
あだち　　　まさひろ

新政クラブ代表質問

　野 典之
あさの 　　のりゆき

清流クラブ代表質問

田中　巧
たなか　 たくみ そ

の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

代
表
・
一
般
質
問

代
表
・
一
般
質
問
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市政に対する代表・一般質問
　代表・一般質問は、市の行政全般について市長に質問・政策提案を行い、市民の声
を市政に届けるものです。
　第２回定例会では、18人の議員が代表・一般質問を行いました。ここでは、質問と
答弁の一部をご紹介します。

質問の全内容は、YouTubeの録画配信や
後日公開される会議録検索システムで確認することができます。

YouTube
録画配信

https://www.city.seki.lg.jp/0000001807.html

本会議の様子はこちらから

会議録検索

https://www.city.seki.lg.jp/0000001470.html

掲載順は、質問を行った順番になっています。なお、掲載された原稿は各議員が作成しているため、
ご不明な点は議員にお尋ねください。
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A
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財
政
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援
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も
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︑ふ
る
さ
と
納

税
な
ど
自
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財
源
の
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保
や
事
務
事
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の
見
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を
行
い
安
定
し
た
財
政

基
盤
を
維
持
し
て
い
ま
す
︒合
併
直

後
94
億
円
で
あ
っ
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基
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令
和
７

年
度
末
に
は
約
４
１
０
億
円
に
ま
で

増
え
︑借
金
返
済
の
負
担
の
指
標
で

あ
る
実
質
公
債
費
比
率
も
大
き
く
減

少
し
ま
し
た
︒

A
合
併
時
約
９
万
５
千
人
の

人
口
が
20
年
間
で
１
万
２

千
人
減
少
︒そ
の
う
ち
︑半
数

が
旧
武
儀
郡
町
村
で
あ
る
︒

そ
れ
に
よ
り
︑地
域
の
活
力

維
持
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
︒地
域
ご
と
の
課
題
に
応

じ
た
人
口
対
策
が
必
要
で

は
な
い
か

Q

第
６
次
総
合
計
画
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は

Q

市
民
生
活
︑地
域
経
済
へ
の

影
響
と
支
援
策
は

Q
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
方
針
と
施
策
を
定
め
た
新

市
建
設
計
画
の
成
果
は

Q

合
併
後
の
財
政
状
況

の
変
化
は

Q

　
国
は
︑電
気
︑都
市
ガ
ス
︑ガ
ソ
リ

ン
代
へ
の
補
助
金
を
継
続
し
ま
す
︒

市
は
︑市
民
や
経
済
活
動
な
ど
広
く

効
果
が
あ
る
水
道
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金
の
減
免
の
延

長
を
検
討
し
︑今
議
会
最
終
日
に
補

正
予
算
を
提
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し
ま
す
︒
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市
町
村
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20
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の
検
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果
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踏
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６
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計
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定
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す
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齢
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や
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市
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守
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策

防
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と
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の

一
体
的
な
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対
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策
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も
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取
り
巻
く
環
境
と

児
童
虐
待
防
止

基
金
運
用
と
財
政
流
動
性
の
確
保

A
　
予
測
を
上
回
る
若
年
層
の
流
出
と

高
齢
化
が
進
展
し
て
い
る
現
状
で

す
︒特
に
旧
武
芸
川
町
を
除
く
︑旧
町

村
部
の
人
口
減
少
と
高
齢
化
の
加
速

は
︑極
め
て
深
刻
な
危
機
で
あ
り
︑

﹁
人
口
減
少
・
超
高
齢
化
社
会
を
前
提

と
し
た
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
再

構
築
﹂と
い
う
新
た
な
視
点
と
覚
悟

を
持
っ
て
︑市
政
運
営
に
臨
む
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
︒

A
　
頼
れ
る
身
寄
り
が
い
な
い
高
齢
者

等
の
状
況
に
つ
い
て
は
︑現
時
点
で

は
全
体
の
状
況
の
把
握
は
十
分
に
進

ん
で
い
ま
せ
ん
︒社
会
福
祉
法
改
正

を
見
据
え
て
︑状
況
把
握
に
努
め
て

い
く
と
と
も
に
既
存
の
日
常
生
活
自

立
支
援
事
業
や
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

の
支
援
内
容
を
見
直
し
︑公
的
支
援

体
制
の
構
築
に
努
め
て
い
き
ま
す
︒

A
　
ナ
フ
サ
不
足
か
ら
他
県
で
は
品
薄

の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
が
︑本
市
は

現
在
︑１
年
分
以
上
の
在
庫
が
あ
り

安
定
し
た
供
給
が
可
能
で
す
︒市
民

の
皆
様
に
は
︑

安
心
し
て
指

定
ご
み
袋
を

ご
購
入
頂
け

ま
す
︒

Q
指
定
ご
み
袋
の
安
定
供
給
は

Q
旧
町
村
部
の
高
齢
化
の
危
機

認
識
は

Q
頼
れ
る
身
寄
り
が
い
な
い

高
齢
者
等
へ
の
公
的
支
援

体
制
は

A
　
重
視
す
る
視
点
は
︑①
共
創
が
生

み
出
す
︑活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
②
産

業
の
集
積
と
雇
用
の
充
実
③
安
心
で

快
適
な
暮
ら
し
の
実
現
で
す
︒今
後
︑

新
た
な
時
代
を
切
り
開
く
総
合
計
画

の
基
本
構
想
を
提
示
し
て
い
き
ま
す
︒

　
災
害
時
の
医
療
体
制
に
つ
い
て

は
︑医
師
会
・
歯
科
医
師
会
・
中
濃
厚

生
病
院
と
の
協
定
に
基
づ
き
医
療

救
護
体
制
を
整
備
し
︑D
M
A
T
派

遣
や
広
域
搬
送
な
ど
関
係
機
関
と

の
連
携
強
化
に
努
め
ま
す
︒ま
た
︑

大
規
模
避
難
訓
練
に
代
わ
り
︑地
域

主
体
の
実
践
的
な
避
難
訓
練
や
避

難
所
運
営
訓
練
を
推
進
し
︑医
療
機

関
・
地
域
住
民
・
行
政
が
連
携
し
た

実
効
性
の
高
い
防
災
体
制
の
構
築

を
目
指
し
ま
す
︒

A

　
基
金
運
用
に
つ
い
て
は
︑基
金
残

高
約
４
２
７
億
円
の
う
ち
債
券
運

用
が
大
半
を
占
め
る
中
︑現
金
・
定

期
預
金
１
０
０
億
円
の
確
保
を
目

標
に
債
券
の
現
金
化
を
進
め
︑財
政

の
流
動
性
と
安
定
性
の
向
上
に
努

め
ま
す
︒

A
　
介
護
保
険
事
業
で
は
︑高
齢
化
に

伴
う
認
定
者
数
や
給
付
費
の
増
加

を
見
据
え
︑介
護
予
防
︑フ
レ
イ
ル

対
策
︑地
域
の
支
え
合
い
活
動
︑生

涯
現
役
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す

る
と
と
も
に
︑介
護
人
材
確
保
や

D
X
︑重
層
的
支
援
体
制
の
充
実
を

図
り
ま
す
︒

A
　
重
点
事
業
１
７
６
の
う
ち
︑92
％

に
あ
た
る
１
６
２
事
業
が
完
了
し
ま

し
た
︒市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も﹁
住
み

や
す
さ
﹂﹁
住
み
続
け
た
い
意
向
﹂と

い
っ
た
市
民
意
識
が
向
上
し
て
い

ま
す
︒

A

Q
災
害
時
に
お
け
る

医
療
体
制
は

　
児
童
虐
待
防
止
に
つ
い
て
は
︑学

校
や
保
育
園
を
中
心
に
関
係
機
関

と
の
連
携
を
強
化
し
︑早
期
発
見
・

早
期
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
︒一
方

で
︑未
就
園
児
家
庭
は
支
援
に
繋
が

り
づ
ら
く
︑早
期
発
見
が
困
難
で
あ

る
こ
と
が
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒

A Q
福
祉
・
教
育
・
医
療
な
ど

関
係
機
関
の
連
携
強
化
は

介
護
保
険
事
業

Q
予
防
施
策
の
取
組
状
況
と

効
果
及
び
今
後
の
強
化
策
は

Q
市
民
の
貴
重
な
税
金
が
適

正
か
つ
有
効
に
運
用
さ
れ

る
た
め
の
︑今
後
の
方
針
と

流
動
性
低
下
リ
ス
ク
回
避

の
考
え
方
は

市議会公明党代表質問

足立 　裕
あだち　　　まさひろ

新政クラブ代表質問

　野 典之
あさの 　　のりゆき

清流クラブ代表質問

田中　巧
たなか　 たくみ そ

の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

代
表
・
一
般
質
問

代
表
・
一
般
質
問
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市
内
の
交
通
渋
滞
と
対
応

関
市
の
抱
え
る
収
益
事
業

関
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
運
営

　
市
内
で
は
︑倉
知
西
交
差
点
・
小

瀬
６
番
町
か
ら
大
洞
区
間
を
始
め

合
計
８
カ
所
を
渋
滞
箇
所
と
し
て

把
握
し
て
い
ま
す
︒重
要
渋
滞
箇
所

の
多
く
は
︑国
・
県
が
管
理
す
る
道

路
の
た
め
︑各
道
路
管
理
者
に
対

し
︑渋
滞
対
策
の
実
施
を
要
望
し
て

い
ま
す
︒人
家
集
中
や
交
差
点
の
複

雑
形
状
に
よ
り
改
良
困
難
等
課
題

も
多
く
︑引
き
続
き
︑道
路
管
理
者

と
連
携
し
︑対
策
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
︒

A

　
合
併
時
の
課
題
・
目
的
で
あ
っ

た
行
財
政
運
営
の
効
率
化
が
進
ん

で
い
な
い
と
こ
ろ
だ
と
考
え
て
い

ま
す
︒

A

　
こ
の
構
想
は
︑中
濃
地
域
か
ら

︵
仮
称
︶新
愛
岐
大
橋
を
経
て
尾
張

北
部
に
至
る
新
た
な
幹
線
道
路
で
︑

平
成
９
年
度
よ
り
協
議
会
を
設
置

し
︑︵
仮
称
︶新
愛
岐
大
橋
の
整
備
促

進
の
要
望
活
動
と
新
た
な
南
北
道

路
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
︒指
摘
の
と
お
り
渋
滞
解

消
・
産
業
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
よ

う
道
路
構
想
等
早
い
段
階
か
ら
調

査
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
︒

A

敬
老
会
事
業
の
見
直
し

　
現
時
点
で
は
︑昭
和
56
年
以
前
に

建
て
ら
れ
た
住
宅
の
耐
震
化
等
が
概

ね
達
成
さ
れ
た
後
検
討
し
て
い
き
ま

す
︒そ
れ
ま
で
の
間
は
︑市
民
に
対
し

て
住
宅
の
耐
震
性
を
自
己
検
証
で
き

る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
紹
介
や﹁
せ
き

市
民
防
災
フ
ェ
ア
﹂会
場
に
耐
震
相

談
ブ
ー
ス
を
設
け
︑情
報
提
供
を
し

て
い
き
ま
す
︒

A

　
10
年
間
を
一
区
切
り
と
し
て
︑今

見
直
し
を
行
っ
て
い
る
最
中
で
す
︒

セ
キ
ビ
ズ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
ニ
ー

ズ
︑セ
キ
ビ
ズ
が
得
意
と
し
て
い
る

分
野
な
ど
に
特
化
し
て
継
続
す
る
こ

と
も
検
討
し
て
い
て
︑６
月
30
日
に

開
催
す
る
関
市
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
機
構

の
理
事
会
・
社
員
総
会
の
場
で
協
議
・

決
定
さ
れ
る
予
定
で
す
︒

A

　
こ
の
間
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅

の
中
に
も
熊
本
地
震
や
能
登
半
島
地

震
に
よ
る
倒
壊
等
の
被
害
が
見
ら

れ
︑耐
震
診
断
の
必
要
性
は
認
識
し

て
い
ま
す
︒

A

Q
市
内
中
小
企
業
の
収
入

ア
ッ
プ
を
目
的
に
10
年
前
に

設
立
さ
れ
た
が
︑そ
の
目
的

は
達
成
で
き
た
か

Q
渋
滞
状
況
と
解
消
策
は

　
収
支
は
︑把
握
し
て
い
ま
せ
ん
︒

A

Q
合
併
後
︑現
時
点
で
の
課
題
は

Q
合
併
時
の
課
題
で
あ
っ
た

温
泉
事
業
の
収
支
状
況
の

把
握
は

　
令
和
６
年
度
の
収
支
が
１
億
２

千
５
百
万
円
の
赤
字
︒平
成
27
年
度

か
ら
10
年
間
の
累
積
収
支
が
６
億
５

千
万
円
の
赤
字
指
摘
を
重
く
受
け

止
め
て
い
ま
す
︒

　
今
後
︑経
済
効
果
・
費
用
対
効
果

を
分
析
し
︑民
間
活
力
導
入
の
可
能

性
調
査
を
踏
ま
え
︑民
間
譲
渡
を
軸

と
し
て
検
討
を
行
い
︑最
善
の
選
択

肢
を
見
出
す
べ
く
努
力
を
し
て
い

き
ま
す
︒

A Q
赤
字
続
き
の
温
泉
事
業
の

今
後
は

Q
中
濃
・
各
務
原
・
尾
張
北
部

連
絡
幹
線
道
路
構
想
と
都

市
計
画
の
内
容
は

A
　
売
上
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
た
件
数

を
正
確
に
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
︒

相
談
事
業
主
の
中
に
︑一
定
数
の
売

上
や
集
客
の
増
加
が
み
ら
れ
る
こ
と

か
ら
︑あ
る
程
度
達
成
で
き
た
と
考

え
て
い
ま
す
︒

A
　
売
上
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
て
始
め

た
が
︑実
際
に
は
そ
の
成
果
が
見
え

づ
ら
い
こ
と
︒相
談
件
数
は
順
調
に

増
加
し
て
い
る
が
︑市
外
事
業
者
の

割
合
が
年
々
増
加
し
︑最
近
で
は
４

割
に
達
し
て
い
る
こ
と
︒法
人
・
企
業

を
相
手
に
始
め
た
が
︑最
近
で
は
法

人
が
２
割
で
︑個
人
が
８
割
を
占
め

て
い
る
こ
と
︒関
商
工
会
議
所
・
商
工

会
な
ど
の
支
援
内
容
と
重
な
る
部
分

が
あ
り
︑そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
不
明

確
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
︒

木
造
住
宅
耐
震
化
対
策

Q
今
の
課
題
は

Q
開
設
し
て
10
年
︑ど
う
見
直

す
の
か

Q
昭
和
56
年
か
ら
平
成
12
年

ま
で
の
間
に
建
て
ら
れ
た

木
造
住
宅
に
対
す
る
市
の

見
解
は

Q
昭
和
56
年
か
ら
平
成
12
年

ま
で
の
間
に
建
築
さ
れ
た

木
造
住
宅
を
対
象
に
耐
震

診
断
を
実
施
す
べ
き
で
は

　
百
歳
祝
金
は
︑多
く
の
方
が
健
康

上
の
課
題
や
意
思
疎
通
の
困
難
な

状
況
に
あ
り
︑訪
問
で
の
祝
福
が
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
︒他
自
治
体
の

状
況
を
踏
ま
え
︑10
万
円
か
ら
５
万

円
に
減
額
し
ま
し
た
︒金
婚
祝
品
は

結
婚
観
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る

考
え
方
の
多
様
化
を
踏
ま
え
廃
止

し
ま
し
た
︒一
方
︑米
寿
祝
品
は
︑多

く
の
方
が
健
康
で
社
会
参
加
が
可

能
な
年
齢
で
あ
り
︑長
寿
を
広
く
公

平
に
祝
い
︑生
活
の
励
み
と
す
る
た

め
の
重
要
な
節
目
と
位
置
づ
け
︑せ

き
チ
ケ
３
千
円
か
ら
８
千
円
に
拡

充
し
ま
し
た
︒

A
　
令
和
７
年
度
の
敬
老
会
の
参
加

率
は
10
・
2
％
で
︑近
年
低
い
状
態

が
続
い
て
お
り
ま
す
︒一
方
︑敬
老

会
を
開
催
し
な
い
で
記
念
品
配
布

の
み
が
対
象
者
の
７
割
以
上
を
占

め
て
お
り
︑本
来
の
目
的
で
あ
る

﹁
高
齢
者
の
外
出
・
交
流
促
進
﹂は
十

分
に
達
成
で
き
て
い
な
い
と
分
析

し
ま
し
た
︒こ
れ
ら
の
状
況
を
顧
み

て
︑記
念
品
配
布
の
み
は
補
助
対
象

外
と
し
︑交
流
促
進
を
よ
り
重
視
し

て
︑参
加
対
象
年
齢
を
80
歳
か
ら
70

歳
以
上
に
引
き
下
げ
︑多
様
な
地
域

の
実
情
に
対
応
し
た
内
容
に
強
化

し
ま
し
た
︒

A Q
長
寿
の
つ
ど
い
見
直
し
の

趣
旨
は

Q
百
歳
祝
金
・
敬
老
祝
品
の

見
直
し
の
趣
旨
と
内
容
は

Q
開
催
規
模
に
応
じ
た
加
算

金
の
新
設
理
由
は

　
敬
老
会
を
開
催
す
る
際
︑小
規

模
な
自
治
会
で
あ
っ
て
も
会
場

設
営
や
運
営
補
助
︑案
内
発
送
な

ど
の
一
定
の
基
本
経
費
が
必
ず

発
生
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
︑こ
れ

ら
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
ま
し
た
︒加
算
金
は
個
人

へ
の
支
給

で
は
な
く
︑

開
催
規
模

に
応
じ
た

額
と
し
て

設
定
し
︑

﹁
長
寿
の
つ

ど
い
﹂
が

安
定
的
に

実
施
で
き

る
よ
う
に

し
ま
し
た
︒

A

公
民
セ
ン
タ
ー
廃
止
の
影
響

保
育
所
の
定
員
数

合
特
法
事
業
の
新
た
な
協
定

Q
公
民
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
・
譲
渡

に
よ
り
︑誰
で
も
使
え
る
施
設

で
な
く
︑地
域
の
集
会
施
設
と

し
て
公
共
性
が
失
わ
れ
る
こ
と

は
不
適
当
で
は

Q
南
ケ
丘
・
富
野
・
西
部
の
各
保
育
園

を
廃
止
す
る
計
画
案
に
対
し
︑存

続
を
求
め
る
請
願
が
出
さ
れ
た
︒

Q
富
岡
保
育
園
や
隣
接
校
区
の
民

間
保
育
園
が
ほ
ぼ
定
員
い
っ
ぱ

い
の
状
況
で
あ
り
︑土
地
区
画
整

理
が
進
む
地
域
の
保
育
所
定
員

数
に
も
っ
と
余
裕
が
必
要
で
は

A
　
自
治
会
活
動
は
縮
小
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
︑近
隣
の
地
域
同
士
で
集
会

施
設
を
相
互
に
活
用
し
た
り
︑自
治

会
や
地
区
同
士
で
活
動
場
所
を
共
有

し
た
り
す
る
な
ど
︑地
域
が
助
け
合

い
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
︑必
要

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
機
能
は
維
持
で

き
る
と
考
え
ま
す
︒

A
　
旧
関
市
内
で
は
８
割
後
半
か
ら
９

割
程
度
の
高
い
入
所
率
で
す
︒一
部

の
公
立
を
残
し
つ
つ
も
︑民
間
保
育

園
の
多
様
性
を
活
か
し
︑持
続
可
能

な
保
育
提
供
体
制
の
構
築
を
は
か
り

ま
す
︒３
歳
未
満
児
は
特
に
余
裕
を

持
っ
た
入
園
が
で
き
ま
せ
ん
が
︑幼

稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
で

定
員
が
拡
充
さ
れ
て
お
り
︑今
後
も

拡
充
さ
れ
る
見
込
み
で
す
︒

A
　
現
行
の
受
け
皿
で
対
応
は
可
能
で

あ
り
︑必
要
な
保
育
が
安
定
的
に
提

供
さ
れ
る
よ
う
適
切
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
︒

Q
合
特
法
事
業
の
新
た
な
協
定
に
つ

い
て
︑従
来
と
異
な
る
点
は

A
　
新
し
い
協
定
の
主
な
変
更
点
と
し

て
︑１
つ
目
に
令
和
６
年
度
の
転
換

業
務
を
基
に
し
︑今
後
の
転
換
業
務

量
が
増
加
し
な
い
こ
と
︑２
つ
目
に

可
燃
ご
み
・
資
源
ご
み
の
収
集
運
搬

業
務
を
こ
の
協
定
の
転
換
業
務
の
対

象
か
ら
除
外
し
た
こ
と
︑３
つ
目
に

定
期
的
な
見
直
し
を
廃
止
し
︑社
会

情
勢
が
大
き
く
変
化
し
た
場
合
な
ど

必
要
に
応
じ
て
協
議
を
行
う
こ
と
と

し
ま
し
た
︒

　
今
後
も
︑し
尿
汲
取
り
業
務
や
浄

化
槽
清
掃
業
務
は
安
定
的
に
︑適
正

に
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
︑新
し
い
協
定
を
も
と
に
︑関
係
事

業
者
と
協
議
を
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
ま
す
︒

いしはら　　のりまさ

石原 教雅が
問います！

栗山　守が
問います！

くりやま 　まもる

さわたり　　　なおき

猿渡 　樹 が
問います！

公
立
の
小
規
模
保
育
園
も
必
要

で
は

市川 　也が
問います！

いちかわ 　たかなり

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

代
表
・
一
般
質
問

代
表
・
一
般
質
問
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市
内
の
交
通
渋
滞
と
対
応

関
市
の
抱
え
る
収
益
事
業

関
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
運
営

　
市
内
で
は
︑倉
知
西
交
差
点
・
小

瀬
６
番
町
か
ら
大
洞
区
間
を
始
め

合
計
８
カ
所
を
渋
滞
箇
所
と
し
て

把
握
し
て
い
ま
す
︒重
要
渋
滞
箇
所

の
多
く
は
︑国
・
県
が
管
理
す
る
道

路
の
た
め
︑各
道
路
管
理
者
に
対

し
︑渋
滞
対
策
の
実
施
を
要
望
し
て

い
ま
す
︒人
家
集
中
や
交
差
点
の
複

雑
形
状
に
よ
り
改
良
困
難
等
課
題

も
多
く
︑引
き
続
き
︑道
路
管
理
者

と
連
携
し
︑対
策
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
︒

A

　
合
併
時
の
課
題
・
目
的
で
あ
っ

た
行
財
政
運
営
の
効
率
化
が
進
ん

で
い
な
い
と
こ
ろ
だ
と
考
え
て
い

ま
す
︒

A

　
こ
の
構
想
は
︑中
濃
地
域
か
ら

︵
仮
称
︶新
愛
岐
大
橋
を
経
て
尾
張

北
部
に
至
る
新
た
な
幹
線
道
路
で
︑

平
成
９
年
度
よ
り
協
議
会
を
設
置

し
︑︵
仮
称
︶新
愛
岐
大
橋
の
整
備
促

進
の
要
望
活
動
と
新
た
な
南
北
道

路
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
︒指
摘
の
と
お
り
渋
滞
解

消
・
産
業
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
よ

う
道
路
構
想
等
早
い
段
階
か
ら
調

査
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
︒

A

敬
老
会
事
業
の
見
直
し

　
現
時
点
で
は
︑昭
和
56
年
以
前
に

建
て
ら
れ
た
住
宅
の
耐
震
化
等
が
概

ね
達
成
さ
れ
た
後
検
討
し
て
い
き
ま

す
︒そ
れ
ま
で
の
間
は
︑市
民
に
対
し

て
住
宅
の
耐
震
性
を
自
己
検
証
で
き

る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
紹
介
や﹁
せ
き

市
民
防
災
フ
ェ
ア
﹂会
場
に
耐
震
相

談
ブ
ー
ス
を
設
け
︑情
報
提
供
を
し

て
い
き
ま
す
︒

A

　
10
年
間
を
一
区
切
り
と
し
て
︑今

見
直
し
を
行
っ
て
い
る
最
中
で
す
︒

セ
キ
ビ
ズ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
ニ
ー

ズ
︑セ
キ
ビ
ズ
が
得
意
と
し
て
い
る

分
野
な
ど
に
特
化
し
て
継
続
す
る
こ

と
も
検
討
し
て
い
て
︑６
月
30
日
に

開
催
す
る
関
市
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
機
構

の
理
事
会
・
社
員
総
会
の
場
で
協
議
・

決
定
さ
れ
る
予
定
で
す
︒

A

　
こ
の
間
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅

の
中
に
も
熊
本
地
震
や
能
登
半
島
地

震
に
よ
る
倒
壊
等
の
被
害
が
見
ら

れ
︑耐
震
診
断
の
必
要
性
は
認
識
し

て
い
ま
す
︒

A

Q
市
内
中
小
企
業
の
収
入

ア
ッ
プ
を
目
的
に
10
年
前
に

設
立
さ
れ
た
が
︑そ
の
目
的

は
達
成
で
き
た
か

Q
渋
滞
状
況
と
解
消
策
は

　
収
支
は
︑把
握
し
て
い
ま
せ
ん
︒

A

Q
合
併
後
︑現
時
点
で
の
課
題
は

Q
合
併
時
の
課
題
で
あ
っ
た

温
泉
事
業
の
収
支
状
況
の

把
握
は

　
令
和
６
年
度
の
収
支
が
１
億
２

千
５
百
万
円
の
赤
字
︒平
成
27
年
度

か
ら
10
年
間
の
累
積
収
支
が
６
億
５

千
万
円
の
赤
字
指
摘
を
重
く
受
け

止
め
て
い
ま
す
︒

　
今
後
︑経
済
効
果
・
費
用
対
効
果

を
分
析
し
︑民
間
活
力
導
入
の
可
能

性
調
査
を
踏
ま
え
︑民
間
譲
渡
を
軸

と
し
て
検
討
を
行
い
︑最
善
の
選
択

肢
を
見
出
す
べ
く
努
力
を
し
て
い

き
ま
す
︒

A Q
赤
字
続
き
の
温
泉
事
業
の

今
後
は

Q
中
濃
・
各
務
原
・
尾
張
北
部

連
絡
幹
線
道
路
構
想
と
都

市
計
画
の
内
容
は

A
　
売
上
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
た
件
数

を
正
確
に
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
︒

相
談
事
業
主
の
中
に
︑一
定
数
の
売

上
や
集
客
の
増
加
が
み
ら
れ
る
こ
と

か
ら
︑あ
る
程
度
達
成
で
き
た
と
考

え
て
い
ま
す
︒

A
　
売
上
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
て
始
め

た
が
︑実
際
に
は
そ
の
成
果
が
見
え

づ
ら
い
こ
と
︒相
談
件
数
は
順
調
に

増
加
し
て
い
る
が
︑市
外
事
業
者
の

割
合
が
年
々
増
加
し
︑最
近
で
は
４

割
に
達
し
て
い
る
こ
と
︒法
人
・
企
業

を
相
手
に
始
め
た
が
︑最
近
で
は
法

人
が
２
割
で
︑個
人
が
８
割
を
占
め

て
い
る
こ
と
︒関
商
工
会
議
所
・
商
工

会
な
ど
の
支
援
内
容
と
重
な
る
部
分

が
あ
り
︑そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
不
明

確
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
︒

木
造
住
宅
耐
震
化
対
策

Q
今
の
課
題
は

Q
開
設
し
て
10
年
︑ど
う
見
直

す
の
か

Q
昭
和
56
年
か
ら
平
成
12
年

ま
で
の
間
に
建
て
ら
れ
た

木
造
住
宅
に
対
す
る
市
の

見
解
は

Q
昭
和
56
年
か
ら
平
成
12
年

ま
で
の
間
に
建
築
さ
れ
た

木
造
住
宅
を
対
象
に
耐
震

診
断
を
実
施
す
べ
き
で
は

　
百
歳
祝
金
は
︑多
く
の
方
が
健
康

上
の
課
題
や
意
思
疎
通
の
困
難
な

状
況
に
あ
り
︑訪
問
で
の
祝
福
が
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
︒他
自
治
体
の

状
況
を
踏
ま
え
︑10
万
円
か
ら
５
万

円
に
減
額
し
ま
し
た
︒金
婚
祝
品
は

結
婚
観
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る

考
え
方
の
多
様
化
を
踏
ま
え
廃
止

し
ま
し
た
︒一
方
︑米
寿
祝
品
は
︑多

く
の
方
が
健
康
で
社
会
参
加
が
可

能
な
年
齢
で
あ
り
︑長
寿
を
広
く
公

平
に
祝
い
︑生
活
の
励
み
と
す
る
た

め
の
重
要
な
節
目
と
位
置
づ
け
︑せ

き
チ
ケ
３
千
円
か
ら
８
千
円
に
拡

充
し
ま
し
た
︒

A
　
令
和
７
年
度
の
敬
老
会
の
参
加

率
は
10
・
2
％
で
︑近
年
低
い
状
態

が
続
い
て
お
り
ま
す
︒一
方
︑敬
老

会
を
開
催
し
な
い
で
記
念
品
配
布

の
み
が
対
象
者
の
７
割
以
上
を
占

め
て
お
り
︑本
来
の
目
的
で
あ
る

﹁
高
齢
者
の
外
出
・
交
流
促
進
﹂は
十

分
に
達
成
で
き
て
い
な
い
と
分
析

し
ま
し
た
︒こ
れ
ら
の
状
況
を
顧
み

て
︑記
念
品
配
布
の
み
は
補
助
対
象

外
と
し
︑交
流
促
進
を
よ
り
重
視
し

て
︑参
加
対
象
年
齢
を
80
歳
か
ら
70

歳
以
上
に
引
き
下
げ
︑多
様
な
地
域

の
実
情
に
対
応
し
た
内
容
に
強
化

し
ま
し
た
︒

A Q
長
寿
の
つ
ど
い
見
直
し
の

趣
旨
は

Q
百
歳
祝
金
・
敬
老
祝
品
の

見
直
し
の
趣
旨
と
内
容
は

Q
開
催
規
模
に
応
じ
た
加
算

金
の
新
設
理
由
は

　
敬
老
会
を
開
催
す
る
際
︑小
規

模
な
自
治
会
で
あ
っ
て
も
会
場

設
営
や
運
営
補
助
︑案
内
発
送
な

ど
の
一
定
の
基
本
経
費
が
必
ず

発
生
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
︑こ
れ

ら
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
ま
し
た
︒加
算
金
は
個
人

へ
の
支
給

で
は
な
く
︑

開
催
規
模

に
応
じ
た

額
と
し
て

設
定
し
︑

﹁
長
寿
の
つ

ど
い
﹂
が

安
定
的
に

実
施
で
き

る
よ
う
に

し
ま
し
た
︒

A

公
民
セ
ン
タ
ー
廃
止
の
影
響

保
育
所
の
定
員
数

合
特
法
事
業
の
新
た
な
協
定

Q
公
民
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
・
譲
渡

に
よ
り
︑誰
で
も
使
え
る
施
設

で
な
く
︑地
域
の
集
会
施
設
と

し
て
公
共
性
が
失
わ
れ
る
こ
と

は
不
適
当
で
は

Q
南
ケ
丘
・
富
野
・
西
部
の
各
保
育
園

を
廃
止
す
る
計
画
案
に
対
し
︑存

続
を
求
め
る
請
願
が
出
さ
れ
た
︒

Q
富
岡
保
育
園
や
隣
接
校
区
の
民

間
保
育
園
が
ほ
ぼ
定
員
い
っ
ぱ

い
の
状
況
で
あ
り
︑土
地
区
画
整

理
が
進
む
地
域
の
保
育
所
定
員

数
に
も
っ
と
余
裕
が
必
要
で
は

A
　
自
治
会
活
動
は
縮
小
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
︑近
隣
の
地
域
同
士
で
集
会

施
設
を
相
互
に
活
用
し
た
り
︑自
治

会
や
地
区
同
士
で
活
動
場
所
を
共
有

し
た
り
す
る
な
ど
︑地
域
が
助
け
合

い
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
︑必
要

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
機
能
は
維
持
で

き
る
と
考
え
ま
す
︒

A
　
旧
関
市
内
で
は
８
割
後
半
か
ら
９

割
程
度
の
高
い
入
所
率
で
す
︒一
部

の
公
立
を
残
し
つ
つ
も
︑民
間
保
育

園
の
多
様
性
を
活
か
し
︑持
続
可
能

な
保
育
提
供
体
制
の
構
築
を
は
か
り

ま
す
︒３
歳
未
満
児
は
特
に
余
裕
を

持
っ
た
入
園
が
で
き
ま
せ
ん
が
︑幼

稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
で

定
員
が
拡
充
さ
れ
て
お
り
︑今
後
も

拡
充
さ
れ
る
見
込
み
で
す
︒

A
　
現
行
の
受
け
皿
で
対
応
は
可
能
で

あ
り
︑必
要
な
保
育
が
安
定
的
に
提

供
さ
れ
る
よ
う
適
切
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
︒

Q
合
特
法
事
業
の
新
た
な
協
定
に
つ

い
て
︑従
来
と
異
な
る
点
は

A
　
新
し
い
協
定
の
主
な
変
更
点
と
し

て
︑１
つ
目
に
令
和
６
年
度
の
転
換

業
務
を
基
に
し
︑今
後
の
転
換
業
務

量
が
増
加
し
な
い
こ
と
︑２
つ
目
に

可
燃
ご
み
・
資
源
ご
み
の
収
集
運
搬

業
務
を
こ
の
協
定
の
転
換
業
務
の
対

象
か
ら
除
外
し
た
こ
と
︑３
つ
目
に

定
期
的
な
見
直
し
を
廃
止
し
︑社
会

情
勢
が
大
き
く
変
化
し
た
場
合
な
ど

必
要
に
応
じ
て
協
議
を
行
う
こ
と
と

し
ま
し
た
︒

　
今
後
も
︑し
尿
汲
取
り
業
務
や
浄

化
槽
清
掃
業
務
は
安
定
的
に
︑適
正

に
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
︑新
し
い
協
定
を
も
と
に
︑関
係
事

業
者
と
協
議
を
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
ま
す
︒

いしはら　　のりまさ

石原 教雅が
問います！

栗山　守が
問います！

くりやま 　まもる

さわたり　　　なおき

猿渡 　樹 が
問います！

公
立
の
小
規
模
保
育
園
も
必
要

で
は

市川 　也が
問います！

いちかわ 　たかなり

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

代
表
・
一
般
質
問
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小
学
生
の
早
朝
の
居
場
所
づ
く
り

中
学
校
及
び
関
商
工
高
校
の

部
活
動
の
遠
征

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
対
策

　
保
護
者
の
出
勤
の
た
め
︑や
む
を

得
ず
早
朝
学
校
に
送
迎
す
る
児
童

は
７
人
で
︑学
校
送
迎
時
刻
は
７
時

40
分
頃
で
す
︒

A
　
現
段
階
で
早
朝
登
校
の
ニ
ー
ズ

調
査
を
実
施
し
た
実
績
は
あ
り
ま

せ
ん
が
︑そ
う
い
っ
た
ニ
ー
ズ
は
一

部
に
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒現
段

階
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
保
護
者
の
皆
様
か

ら
具
体
的
な
要
望
や
問
合
せ
は
い

た
だ
い
て
い
ま
せ
ん
︒今
後
︑保
護

者
の
皆
様
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま

る
よ
う
で
あ
れ
ば
検
討
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
︒

A

ク
マ
被
害
と
対
策

水
難
事
故
防
止

磐
越
自
動
車
道
の
事
故
を

受
け
て
高
校
生
の
遠
征
バ
ス

　
学
校
で
は
通
学
前
︑通
学
途
中
で

の
積
極
的
な
水
分
補
給
を
勧
め
て

い
ま
す
︒今
後
︑ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー

や
ひ
ん
や
り
タ
オ
ル
な
ど
︑冷
却

A

グ
ッ
ズ
を
下
校
時
に
さ
ら
に
効
果

的
に
活
用
す
る
た
め
に
︑来
年
度
︑

各
小
学
校
に
冷
却
グ
ッ
ズ
保
冷
用

の
冷
凍
庫
を
設
置
す
る
予
定
で
す
︒

　
今
年
度
の
設
置
も
検
討
し
ま
し

た
が
︑小
学
校
だ
け
で
１
９
４
教
室

あ
り
︑そ
の
台
数
を
確
保
す
る
に
は

４
～
５
か
月
か
か
る
事
が
分
か
り

ま
し
た
︒必
要
な
設
置
場
所
や
数
を

調
査
し
︑来
年
度
暑
い
時
期
に
な
る

前
に
購
入
を
す
す
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
︒

Q
ろ
過
装
置
設
置
で
目
的
の

数
値
５
ナ
ノ
グ
ラ
ム
以
下

に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
な

ぜ
か

Q
保
護
者
の
送
迎
で
早
朝
に

登
校
す
る
児
童
の
人
数
は

Q
磐
越
自
動
車
道
で
新
潟
県

の
私
立
高
校
の
生
徒
１
人

が
亡
く
な
っ
た
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
事
故
を
受
け
︑中
学
校

や
関
商
工
高
校
の
部
活
動

移
動
の
現
状
と
道
路
運
送

法
違
反
を
疑
わ
れ
る
事
例

は
な
い
か

　
中
学
校
で
は
地
域
ク
ラ
ブ
の
指

導
者
や
保
護
者
が
運
転
す
る
レ
ン

タ
カ
ー
や
貸
切
バ
ス
な
ど
で
移
動

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

　
関
商
工
高
校
で
は
５
つ
の
部
が

７
台
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
や
ワ
ゴ
ン

車
を
所
有
し
て
お
り
︑運
転
手
は
部

の
顧
問
ま
た
は
保
護
者
で
あ
り
遠

征
時
は
事
前
に
行
き
先
や
移
動
手

段
︑顧
問
名
と
部
員
数
を
校
長
に
報

告
し
て
い
ま
す
︒道
路
運
送
法
違
反

が
疑
わ
れ
る
事
例
は
確
認
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
︒

A

Q
保
護
者
の
転
勤
で
子
ど
も

の
分
団
登
校
よ
り
も
早
く

に
出
勤
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
り
︑正
社
員
か
ら
パ
ー
ト

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
と
い
う
保
護
者
も

い
る
が
︑ニ
ー
ズ
調
査
を
行

い
そ
の
ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば

留
守
家
庭
児
童
教
室
の
早

朝
版
の
よ
う
な
小
学
生
の

早
朝
の
居
場
所
づ
く
り
の

検
討
を
す
べ
き
で
は

A
　
ろ
過
装
置
設
置
後
の
水
質
検
査

で
は
４
月
は
原
水
30
ナ
ノ
グ
ラ
ム

に
対
し
浄
水
は
18
ナ
ノ
グ
ラ
ム
︑５

月
は
原
水
28
ナ
ノ
グ
ラ
ム
に
対
し

浄
水
16
ナ
ノ
グ
ラ
ム
と
い
う
結
果
で

し
た
︒以
前
の
答
弁
で
は
︑30
ナ
ノ

グ
ラ
ム
を
５
ナ
ノ
グ
ラ
ム
未
満
に

減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
答
弁
し

て
い
ま
し
た
が
︑浄
水
の
供
給
量
や

敷
地
内
の
設
置
条
件
に
よ
り
明
確

な
数
値
が
分
か
ら
な
か
っ
た
た
め
︑

ろ
過
装
置
の
性
能
値
で
の
答
弁
と

な
り
ま
し
た
︒今
年
度﹁
白
金
水
源

地
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
処
理
施
設
設
置
検
討

業
務
﹂に
お
い
て
︑県
や
有
識
者

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
今
後
の

方
針
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
︒

熱
中
症
対
策

Q
ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
の
保
冷

庫
設
置
は

　
本
市
で
は
︑ク
マ
の
目
撃
情
報
が

寄
せ
ら
れ
た
場
合
︑関
係
機
関
と
連

携
し
︑現
地
確
認
や
巡
回
パ
ト
ロ
ー

ル
︑ク
マ
檻
の
設
置
等
を
実
施
し
︑

安
全
確
保
に
努
め
ま
す
︒

A
　
有
害
鳥
獣
捕
獲
活
動
の
出
動
に

出
役
費
を
支
給
し
︑捕
獲
し
た
鳥
獣

に
応
じ
て
報
償
費
を
支
払
っ
て
い

ま
す
︒ま
た
︑狩
猟
免
許
取
得
費
用

や
猟
銃
取
得
補
助
︑搬
出
器
具
購
入

費
の
補
助
を
行
い
︑担
い
手
確
保
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒

A
　
岐
阜
県
で
は
洞
戸
小
坂
地
区
を

水
難
事
故
防
止
モ
デ
ル
箇
所
と
し

て
選
定
し
︑多
言
語
表
記
の
看
板
設

置
や
啓
発
チ
ラ
シ
配
布
を
進
め
て

い
ま
す
︒ま
た
本
市
で
は
︑美
濃
市
︑

関
警
察
署
と
連
携
し
︑河
川
利
用
者

へ
の
マ
ナ
ー
啓
発
の
ほ
か
︑注
意
喚

起
の
放
送
を
定
期
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
︒

A Q
関
市
猟
友
会
へ
の
支
援
は

Q
夏
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る

に
あ
た
り
水
難
事
故
を
防

止
す
る
対
策
は

Q
安
全
対
策
と
今
後
の
取
組
は

Q
設
置
の
目
的
と
対
象
者
は

Q
事
業
規
模
は

Q
本
市
の
遠
征
バ
ス
の
課
題

と
対
策
は

Q
事
前
に
運
転
手
を
知
る
だ

け
で
︑て
ん
か
ん
発
作
な
ど

に
気
づ
け
る
か
︒ま
た
︑問

題
あ
り
と
判
断
し
た
場
合
︑

直
前
の
中
止
や
運
転
手
の

変
更
は
で
き
る
の
か

来
た
く
て
も
来
ら
れ
な
い

若
者
の
視
点
に
立
っ
た
ユ
ー
ス

セ
ン
タ
ー
の
在
り
方

東
山
西
田
原
線
整
備
計
画

Q
こ
ど
も
の
権
利
条
例︵
案
︶

を
ど
う
実
現
す
る
の
か

A
　
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
は
︑子
ど
も
・

若
者
の
声
を
発
端
と
し
て
︑や
っ
て

み
た
い
こ
と
を
考
え
︑や
っ
て
み
た

い
こ
と
を
形
に
す
る
場
所
で
す
︒今

後
︑事
業
を
進
め
て
い
く
上
で
は
︑

だ
れ
も
が
平
等
に
利
用
で
き
る
快

適
な
居
場
所
と
な
る
よ
う
に
配
慮

し
︑す
べ
て
の
若
者
の
権
利
が
満
た

さ
れ
る
場
所
と
し
て
提
供
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
︒

A
　
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
は
︑若
者
が
気

軽
に
集
い
︑安
心
し
て
過
ご
せ
る
居

場
所
を
提
供
す
る
と
と
も
に
︑将
来

の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
主
体
性
を

持
っ
た
若
者
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
置
す
る
も
の
で
︑中
高

生
か
ら
20
歳
代
ま
で
の
若
者
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
︒

A
　
現
時
点
で
の
概
算
事
業
費
と
し

て
︑総
事
業
費
が
約
60
億
円
︑内
訳

と
し
て
工
事
費
が
約
48
億
円
︑用
地

補
償
費
が
約
８
億
円
︑設
計
費
が
約

４
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
︒し
か

し
な
が
ら
︑昨
今
の
物
価
高
騰
の
影

響
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
た

め
︑全
体
事
業
費
は
更
に
上
昇
す
る

も
の
と
推
測
し
て
い
ま
す
︒

Q
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
完
成
時
期
は

A
　
今
年
度
予
備
設
計
に
着
手
し
て

お
り
︑令
和
９
年
度
に
詳
細
設
計
︑

令
和
10
年
度
に
用
地
・
補
償
調
査
を

実
施
予
定
で
す
︒工
事
に
つ
い
て

は
︑令
和
10
年
度
よ
り
先
行
し
て
橋

梁
工
事
に
着
手
し
︑工
事
区
間
を
順

次
南
進
さ
せ
な
が
ら
︑令
和
17
年
度

に
か
け
て
実
施
す
る
計
画
で
す
︒

A
　
関
商
工
高
校
で
は
︑運
転
者
の
重

要
疾
患
の
有
無
な
ど
適
格
要
件
を

定
め
︑当
日
も
体
調
を
確
認
し
て
い

ま
す
︒体
調
不
良
な
ど
で
運
転
が
で

き
な
い
場
合
は
交
代
や
公
共
交
通

機
関
で
移
動
し
︑使
え
な
い
場
合
は

日
程
変
更
︑ま
た
は
中
止
し
ま
す
︒

A
　
中
学
校
の
地
域
ク
ラ
ブ
の
遠
征

で
は
︑レ
ン
タ
カ
ー
や
事
業
者
の
貸

切
バ
ス
を
利
用
し
て
お
り
︑法
令
違

反
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
︒関
商

工
高
校
で
は
︑部
所
有
の
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
や
レ
ン
タ
カ
ー
を
使
用
し
︑引

率
等
に
お
け
る
安
全
基
準
等
を
定

め
た
規
程
の
作
成
や
事
前
・
事
後
報

告
を
徹
底
し
︑生
徒
の
安
全
を
最
優

先
に
法
令
を
遵
守
し
ま
す
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

小森 敬　が
問います！

こもり　　　よしなお

幅 永典が
問います！

はば　　ながのり

あだち　 かつなり

安達 克也が
問います！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

土屋 雅義が
問います！

つちや 　　まさよし

代
表
・
一
般
質
問

代
表
・
一
般
質
問
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小
学
生
の
早
朝
の
居
場
所
づ
く
り

中
学
校
及
び
関
商
工
高
校
の

部
活
動
の
遠
征

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
対
策

　
保
護
者
の
出
勤
の
た
め
︑や
む
を

得
ず
早
朝
学
校
に
送
迎
す
る
児
童

は
７
人
で
︑学
校
送
迎
時
刻
は
７
時

40
分
頃
で
す
︒

A
　
現
段
階
で
早
朝
登
校
の
ニ
ー
ズ

調
査
を
実
施
し
た
実
績
は
あ
り
ま

せ
ん
が
︑そ
う
い
っ
た
ニ
ー
ズ
は
一

部
に
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒現
段

階
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
保
護
者
の
皆
様
か

ら
具
体
的
な
要
望
や
問
合
せ
は
い

た
だ
い
て
い
ま
せ
ん
︒今
後
︑保
護

者
の
皆
様
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま

る
よ
う
で
あ
れ
ば
検
討
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
︒

A

ク
マ
被
害
と
対
策

水
難
事
故
防
止

磐
越
自
動
車
道
の
事
故
を

受
け
て
高
校
生
の
遠
征
バ
ス

　
学
校
で
は
通
学
前
︑通
学
途
中
で

の
積
極
的
な
水
分
補
給
を
勧
め
て

い
ま
す
︒今
後
︑ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー

や
ひ
ん
や
り
タ
オ
ル
な
ど
︑冷
却

A

グ
ッ
ズ
を
下
校
時
に
さ
ら
に
効
果

的
に
活
用
す
る
た
め
に
︑来
年
度
︑

各
小
学
校
に
冷
却
グ
ッ
ズ
保
冷
用

の
冷
凍
庫
を
設
置
す
る
予
定
で
す
︒

　
今
年
度
の
設
置
も
検
討
し
ま
し

た
が
︑小
学
校
だ
け
で
１
９
４
教
室

あ
り
︑そ
の
台
数
を
確
保
す
る
に
は

４
～
５
か
月
か
か
る
事
が
分
か
り

ま
し
た
︒必
要
な
設
置
場
所
や
数
を

調
査
し
︑来
年
度
暑
い
時
期
に
な
る

前
に
購
入
を
す
す
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
︒

Q
ろ
過
装
置
設
置
で
目
的
の

数
値
５
ナ
ノ
グ
ラ
ム
以
下

に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
な

ぜ
か

Q
保
護
者
の
送
迎
で
早
朝
に

登
校
す
る
児
童
の
人
数
は

Q
磐
越
自
動
車
道
で
新
潟
県

の
私
立
高
校
の
生
徒
１
人

が
亡
く
な
っ
た
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
事
故
を
受
け
︑中
学
校

や
関
商
工
高
校
の
部
活
動

移
動
の
現
状
と
道
路
運
送

法
違
反
を
疑
わ
れ
る
事
例

は
な
い
か

　
中
学
校
で
は
地
域
ク
ラ
ブ
の
指

導
者
や
保
護
者
が
運
転
す
る
レ
ン

タ
カ
ー
や
貸
切
バ
ス
な
ど
で
移
動

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

　
関
商
工
高
校
で
は
５
つ
の
部
が

７
台
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
や
ワ
ゴ
ン

車
を
所
有
し
て
お
り
︑運
転
手
は
部

の
顧
問
ま
た
は
保
護
者
で
あ
り
遠

征
時
は
事
前
に
行
き
先
や
移
動
手

段
︑顧
問
名
と
部
員
数
を
校
長
に
報

告
し
て
い
ま
す
︒道
路
運
送
法
違
反

が
疑
わ
れ
る
事
例
は
確
認
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
︒

A

Q
保
護
者
の
転
勤
で
子
ど
も

の
分
団
登
校
よ
り
も
早
く

に
出
勤
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
り
︑正
社
員
か
ら
パ
ー
ト

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
と
い
う
保
護
者
も

い
る
が
︑ニ
ー
ズ
調
査
を
行

い
そ
の
ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば

留
守
家
庭
児
童
教
室
の
早

朝
版
の
よ
う
な
小
学
生
の

早
朝
の
居
場
所
づ
く
り
の

検
討
を
す
べ
き
で
は

A
　
ろ
過
装
置
設
置
後
の
水
質
検
査

で
は
４
月
は
原
水
30
ナ
ノ
グ
ラ
ム

に
対
し
浄
水
は
18
ナ
ノ
グ
ラ
ム
︑５

月
は
原
水
28
ナ
ノ
グ
ラ
ム
に
対
し

浄
水
16
ナ
ノ
グ
ラ
ム
と
い
う
結
果
で

し
た
︒以
前
の
答
弁
で
は
︑30
ナ
ノ

グ
ラ
ム
を
５
ナ
ノ
グ
ラ
ム
未
満
に

減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
答
弁
し

て
い
ま
し
た
が
︑浄
水
の
供
給
量
や

敷
地
内
の
設
置
条
件
に
よ
り
明
確

な
数
値
が
分
か
ら
な
か
っ
た
た
め
︑

ろ
過
装
置
の
性
能
値
で
の
答
弁
と

な
り
ま
し
た
︒今
年
度﹁
白
金
水
源

地
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
処
理
施
設
設
置
検
討

業
務
﹂に
お
い
て
︑県
や
有
識
者

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
今
後
の

方
針
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
︒

熱
中
症
対
策

Q
ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
の
保
冷

庫
設
置
は

　
本
市
で
は
︑ク
マ
の
目
撃
情
報
が

寄
せ
ら
れ
た
場
合
︑関
係
機
関
と
連

携
し
︑現
地
確
認
や
巡
回
パ
ト
ロ
ー

ル
︑ク
マ
檻
の
設
置
等
を
実
施
し
︑

安
全
確
保
に
努
め
ま
す
︒

A
　
有
害
鳥
獣
捕
獲
活
動
の
出
動
に

出
役
費
を
支
給
し
︑捕
獲
し
た
鳥
獣

に
応
じ
て
報
償
費
を
支
払
っ
て
い

ま
す
︒ま
た
︑狩
猟
免
許
取
得
費
用

や
猟
銃
取
得
補
助
︑搬
出
器
具
購
入

費
の
補
助
を
行
い
︑担
い
手
確
保
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒

A
　
岐
阜
県
で
は
洞
戸
小
坂
地
区
を

水
難
事
故
防
止
モ
デ
ル
箇
所
と
し

て
選
定
し
︑多
言
語
表
記
の
看
板
設

置
や
啓
発
チ
ラ
シ
配
布
を
進
め
て

い
ま
す
︒ま
た
本
市
で
は
︑美
濃
市
︑

関
警
察
署
と
連
携
し
︑河
川
利
用
者

へ
の
マ
ナ
ー
啓
発
の
ほ
か
︑注
意
喚

起
の
放
送
を
定
期
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
︒

A Q
関
市
猟
友
会
へ
の
支
援
は

Q
夏
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る

に
あ
た
り
水
難
事
故
を
防

止
す
る
対
策
は

Q
安
全
対
策
と
今
後
の
取
組
は

Q
設
置
の
目
的
と
対
象
者
は

Q
事
業
規
模
は

Q
本
市
の
遠
征
バ
ス
の
課
題

と
対
策
は

Q
事
前
に
運
転
手
を
知
る
だ

け
で
︑て
ん
か
ん
発
作
な
ど

に
気
づ
け
る
か
︒ま
た
︑問

題
あ
り
と
判
断
し
た
場
合
︑

直
前
の
中
止
や
運
転
手
の

変
更
は
で
き
る
の
か

来
た
く
て
も
来
ら
れ
な
い

若
者
の
視
点
に
立
っ
た
ユ
ー
ス

セ
ン
タ
ー
の
在
り
方

東
山
西
田
原
線
整
備
計
画

Q
こ
ど
も
の
権
利
条
例︵
案
︶

を
ど
う
実
現
す
る
の
か

A
　
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
は
︑子
ど
も
・

若
者
の
声
を
発
端
と
し
て
︑や
っ
て

み
た
い
こ
と
を
考
え
︑や
っ
て
み
た

い
こ
と
を
形
に
す
る
場
所
で
す
︒今

後
︑事
業
を
進
め
て
い
く
上
で
は
︑

だ
れ
も
が
平
等
に
利
用
で
き
る
快

適
な
居
場
所
と
な
る
よ
う
に
配
慮

し
︑す
べ
て
の
若
者
の
権
利
が
満
た

さ
れ
る
場
所
と
し
て
提
供
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
︒

A
　
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
は
︑若
者
が
気

軽
に
集
い
︑安
心
し
て
過
ご
せ
る
居

場
所
を
提
供
す
る
と
と
も
に
︑将
来

の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
主
体
性
を

持
っ
た
若
者
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
置
す
る
も
の
で
︑中
高

生
か
ら
20
歳
代
ま
で
の
若
者
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
︒

A
　
現
時
点
で
の
概
算
事
業
費
と
し

て
︑総
事
業
費
が
約
60
億
円
︑内
訳

と
し
て
工
事
費
が
約
48
億
円
︑用
地

補
償
費
が
約
８
億
円
︑設
計
費
が
約

４
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
︒し
か

し
な
が
ら
︑昨
今
の
物
価
高
騰
の
影

響
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
た

め
︑全
体
事
業
費
は
更
に
上
昇
す
る

も
の
と
推
測
し
て
い
ま
す
︒

Q
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
完
成
時
期
は

A
　
今
年
度
予
備
設
計
に
着
手
し
て

お
り
︑令
和
９
年
度
に
詳
細
設
計
︑

令
和
10
年
度
に
用
地
・
補
償
調
査
を

実
施
予
定
で
す
︒工
事
に
つ
い
て

は
︑令
和
10
年
度
よ
り
先
行
し
て
橋

梁
工
事
に
着
手
し
︑工
事
区
間
を
順

次
南
進
さ
せ
な
が
ら
︑令
和
17
年
度

に
か
け
て
実
施
す
る
計
画
で
す
︒

A
　
関
商
工
高
校
で
は
︑運
転
者
の
重

要
疾
患
の
有
無
な
ど
適
格
要
件
を

定
め
︑当
日
も
体
調
を
確
認
し
て
い

ま
す
︒体
調
不
良
な
ど
で
運
転
が
で

き
な
い
場
合
は
交
代
や
公
共
交
通

機
関
で
移
動
し
︑使
え
な
い
場
合
は

日
程
変
更
︑ま
た
は
中
止
し
ま
す
︒

A
　
中
学
校
の
地
域
ク
ラ
ブ
の
遠
征

で
は
︑レ
ン
タ
カ
ー
や
事
業
者
の
貸

切
バ
ス
を
利
用
し
て
お
り
︑法
令
違

反
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
︒関
商

工
高
校
で
は
︑部
所
有
の
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
や
レ
ン
タ
カ
ー
を
使
用
し
︑引

率
等
に
お
け
る
安
全
基
準
等
を
定

め
た
規
程
の
作
成
や
事
前
・
事
後
報

告
を
徹
底
し
︑生
徒
の
安
全
を
最
優

先
に
法
令
を
遵
守
し
ま
す
︒

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

小森 敬　が
問います！

こもり　　　よしなお

幅 永典が
問います！

はば　　ながのり

あだち　 かつなり

安達 克也が
問います！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

土屋 雅義が
問います！

つちや 　　まさよし

代
表
・
一
般
質
問

代
表
・
一
般
質
問
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関
市
の
学
校
選
択
制

関
市
公
立
保
育
所
適
正
化

計
画︵
案
︶

ふ
る
さ
と
納
税

　
閉
園
方
針
は
︑子
ど
も
・
子
育
て

会
議
の
答
申
を
踏
ま
え
︑富
野
小
学

校
の
小
規
模
特
認
校
制
の
動
き
も

含
め
て
全
庁
的
な
検
討
の
結
果
で

す
︒地
域
の
存
続
政
策
と
い
う
観

点
で
は
な
く
︑保
育
需
要
や
施
設

運
営
︑財
政
効
率
な
ど
を
総
合
的

に
勘
案
し
︑本
市
全
体
の
保
育
体

制
の
維
持
と
い
う
観
点
か
ら
判
断

し
ま
し
た
︒

A
　
各
学
校
の
特
色
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
は
大
切
で
あ
り
︑ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
の
周
知
も
検
討
し
て

い
き
ま
す
︒

A

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の

多
角
的
な
支
援
体
制

板
取
地
域
に
お
け
る
教
育
施
設

閉
鎖
後
の
地
域
振
興

　
地
域
の
隠
れ
た
名
品
や
特
産
品

の
発
掘
や
︑刃
物
と
食
料
品
の
加
工

品
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
オ
リ
ジ

A

ナ
ル
セ
ッ
ト
商
品
を
事
業
者
に
提

案
し
︑本
市
な
ら
で
は
の
付
加
価
値

創
出
を
図
っ
て
い
ま
す
︒ま
た
︑複

数
の
主
要
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
︑Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
活
用
を
し
て
い
ま
す
︒

Q
昨
年
度
の
寄
附
実
績
は

Q
富
野
地
域
を
は
じ
め
と
す

る
中
山
間
地
域
に
つ
い
て
︑

10
年
後
︑20
年
後
の
地
域
の

将
来
像
を
示
し
︑そ
の
実
現

に
向
け
て
︑教
育
・
子
育

て
・
交
通
・
住
宅
・
地
域
活

動
な
ど
の
施
策
を
積
み
重

ね
る
こ
と
が
必
要
で
は

　
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
は
︑第
６
次
総
合

計
画
で
示
し
て
い
き
ま
す
︒富
野
は

利
便
性
の
高
い
地
域
で
す
︒中
心
部

と
役
割
を
分
担
し
︑居
住
や
農
業
な

ど
の
機
能
を
担
い
な
が
ら
︑一
体
的

に
発
展
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
︒

A

Q
隣
接
区
域
選
択
制
や
︑富
野

小
の
市
内
の
ど
こ
か
ら
で

も
通
う
こ
と
が
で
き
る
小

規
模
特
認
校
制
に
つ
い
て
︑

各
学
校
の
特
色
を
分
か
り

や
す
く
周
知
し
︑子
ど
も
や

保
護
者
が
学
校
を
選
び
や

す
く
し
て
は

Q
富
野
小
学
校
で
は
令
和
９

年
度
か
ら
実
施
す
る
小
規

模
特
認
校
制
度
に
よ
り
市

内
か
ら
の
入
学
者
を
受
け

入
れ
て
地
域
の
維
持
を
図

ろ
う
と
し
て
い
る
︒一
方
で

富
野
保
育
園
は
閉
園
方
針

で
あ
る
︒こ
の
２
つ
の
施
策

は
整
合
し
て
い
る
か

Q
中
池
公
園
の
陸
上
競
技
場

︵
第
３
種
公
認
再
取
得
︶や

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
の
大

規
模
改
修
が
進
む
一
方
︑他

の
地
区
体
育
館
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
な
ど
の
老
朽
化
も
深

刻
で
あ
る
︒限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
︑今
後
の
計
画
的
な

長
寿
命
化
や
統
廃
合
の
進

め
方
は

Q
ク
マ
の
出
没
が
相
次
ぐ
中
︑

鳥
獣
保
護
法
の
改
正
に
伴

う
緊
急
銃
猟
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
整
備
さ
れ
て
い
る
︒し
か

し
︑現
場
を
支
え
る
猟
友
会

の
高
齢
化
と
担
い
手
不
足

は
深
刻
で
あ
る
︒現
場
の
負

担
軽
減
と
若
い
世
代
の
参

入
に
向
け
︑さ
ら
な
る
独

自
支
援
や
体
制
強
化
の
考

え
は

A
　
令
和
７
年
度
の
寄
附
実
績
は
︑約

50
億
６
千
３
百
万
円
で
︑令
和
６
年

度
よ
り
２
・
４
％
ほ
ど
の
減
額
に

な
っ
て
い
ま
す
︒収
支
状
況
に
つ
い

て
は
必
要
経
費
に
25
億
円
ほ
ど
︑残

り
の
25
億
６
千
万
円
ほ
ど
は
市
の

事
業
に
活
用
し
て
い
ま
す
︒

A
　
人
気
の
返
礼
品
は
︑包
丁
︑雑
貨
︑

ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
︑キ
ッ
チ
ン
ツ
ー

ル
︑飲
料
︑文
具
︑ケ
ア
ツ
ー
ル
の
順

で
す
︒寄
附
者
は
多
い
順
に
︑関
東

圏
で
44
％
︑次
に
中
部
圏
で
19
％
︑

次
に
関
西
圏
で
18
％
で
す
︒年
代
と

し
て
は
︑50
歳
以
上
︑次
に
40
歳
代
︑

次
に
30
歳
代
で
︑年
代
と
納
税
額
が

比
例
し
て
い
ま
す
︒ふ
る
さ
と
納
税

を
取
り
巻
く
環
境
は
不
透
明
な
状

況
で
す
が
︑競
争
の
激
化
や
制
度
改

正
の
影
響
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ

う
努
力
を
重
ね
て
い
き
ま
す
︒

Q
昨
年
度
の
寄
附
の
傾
向
と

今
後
の
見
通
し
は

Q
寄
附
を
増
や
す
た
め
の
市

の
取
組
と
効
果
は

Q
寄
附
の
具
体
的
な
使
途
は

　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
校
外
教

育
支
援
︑校
内
教
育
支
援
︑そ
し
て

医
療
機
関︵
名
古
屋
市
立
大
学
病
院

等
︶と
連
携
し
︑医
師
に
よ
る
学
校

訪
問
や
助
言
な
ど
を
通
じ
て
︑不
登

校
の
早
期
発
見
や
未
然
防
止
に
尽

力
し
て
い
ま
す
︒子
ど
も
家
庭
課
と

し
て
は
家
庭
訪
問
や
面
談
︑自
立
や

社
会
参
加
に
向
け
た﹁
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

行
動
支
援
﹂や
大
学
と
連
携
し
︑学

生
と
の
交
流
や
多
様
な
体
験
活
動

を
通
じ
て
︑子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
過
ご
せ
る
学
校
外
の﹁
居
場
所
﹂

を
提
供
し
て
い
ま
す
︒　
　

　
不
登
校
の
背
景
は
多
岐
に
わ
た

る
た
め
単
一
部
署
で
の
対
応
に
は

限
界
が
あ
り
ま
す
︒教
育
委
員
会
と

子
ど
も
家
庭
課
が
連
携
し
て
多
様

な
選
択
肢
を
提
示
し
︑最
終
決
定
は

本
人
・
保
護
者
が
行
う
形
で
︑円
滑

で
実
効
性
の
あ
る
支
援
体
制
の
充

実
に
努
め
て
い
き
ま
す
︒

A
　
不
登
校
支
援
の
最
終
的
な
着
地

点
は﹁
一
人
ひ
と
り
の
将
来
の
社
会

的
自
立
﹂で
す
︒学
校
復
帰
の
み
を

前
提
と
す
る
の
で
は
な
く
︑不
登
校

の
実
態
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
︑
児
童
生
徒
の
個
々
の

状
況
や
意
思
を
尊
重
し
た
柔
軟
な

対
応
を
目
指
し
ま
す
︒

A Q
教
育
委
員
会
と
子
ど
も
家

庭
課
そ
れ
ぞ
れ
の
不
登
校

児
童
生
徒
支
援
の
役
割
分

担
と
互
い
の
連
携
は

Q
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支

援
の
着
地
点
は

Q
閉
校
し
た
旧
板
取
小
学
校

を
地
域
の
活
性
化
を
目
的

と
し
て
早
期
に
利
活
用
出

来
な
い
か

関
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

鳥
獣
保
護
法
改
正
と
市
の
対
応

A
　
市
民
の
皆
様
が
安
全
・
快
適
に
利

用
で
き
る
よ
う
︑今
年
度
も
多
額
の

予
算
を
計
上
し
ま
し
た
︒今
後
も
利

用
状
況
を
正
確
に
把
握
し
︑地
域
住

民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
を
丁
寧
に
伺

い
な
が
ら
︑地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

維
持
の
視
点
も
持
っ
て
︑総
合
的
に

各
施
設
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
︒

A
　
こ
れ
ま
で
は
︑資
格
取
得
や
銃
所

持
に
係
る
補
助
を
行
い
︑令
和
８
年

度
か
ら
は
︑搬
出
器
具
へ
の
補
助
を

行
い
ま
す
︒今
後
は
︑ド
ロ
ー
ン
の

活
用
な
ど
必
要
な
支
援
策
の
拡
充

を
検
討
し
て
い
ま
す
︒さ
ら
に
現
場

で
の
迅
速
な
対
応
が
必
要
で
あ
る

た
め
︑猟
友
会
会
員
か
ら
会
計
年
度

任
用
職
員
を
登
用
し
︑被
害
調
査
や

住
民
相
談
な
ど
の
実
務
を
担
っ
て

も
ら
う
体
制
を
前
向
き
に
検
討
し

て
い
ま
す
︒

A
　
現
在
の
と
こ
ろ
具
体
的
な
利
活

用
の
見
込
み
は
あ
り
ま
せ
ん
︒方
法

と
し
て
は
市
の
施
設
と
し
て
の
地

域
利
用
や
︑民
間
へ
の
売
却
︑有
償

貸
与
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
︑国

の
補
助
金
を
受
け
て
整
備
し
た
施

設
の
た
め
︑売
却
の
際
は
補
助
金
返

還
な
ど
の
制
限
を
受
け
ま
す
︒ 

今
後

は
地
域
の
声
も
聞
き
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
ま
す
が
︑民
間
へ
の
利
活
用

を
検
討
す
る
場
合
は
︑公
募
で
活
用

提
案
を
競
う﹁
関
市
未
利
用
施
設
の

利
活
用
に
関
す
る
民
間
提
案
制
度
﹂

を
活
用
し
て
い
き
ま
す
︒

A
　
本
市
で
は
︑寄
附
を
い
た
だ
い
た

方
の
意
向
を
尊
重
し
︑そ
れ
ぞ
れ
の

寄
附
目
的
に
合
致
し
た
事
業
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
︒寄

附
者
の
皆
様
の｢

こ
の
地
域
を
応
援

し
た
い｣

と
い
う
温
か
い
気
持
ち

を
︑着
実
に
地
域
の
未
来
へ
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
こ
そ
が
︑本
市
の
使
命

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
︒

なが お　　 いち ろう

長尾 一郎が
問います！

はやし　ひろゆき

林 裕之が
問います！

武藤 記子が
問います！

むとう　　 のりこ

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

代
表
・
一
般
質
問

ながせ　　あつひさ

長瀬 敦久が
問います！

代
表
・
一
般
質
問
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関
市
の
学
校
選
択
制

関
市
公
立
保
育
所
適
正
化

計
画︵
案
︶

ふ
る
さ
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納
税

　
閉
園
方
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も
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子
育
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の
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申
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ま
え
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検
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︒
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︒
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ジ
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ナ
ル
セ
ッ
ト
商
品
を
事
業
者
に
提
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の
付
加
価
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図
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て
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︑複

数
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要
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
︑Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
活
用
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す
︒

Q
昨
年
度
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寄
附
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績
は

Q
富
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を
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す

る
中
山
間
地
域
に
つ
い
て
︑
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現
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通
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︒
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ラ
ウ
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寿
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進
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Q
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出
没
が
相
次
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中
︑
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護
法
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正
に
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緊
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銃
猟
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ニ
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さ
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支
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友
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手
不
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深
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る
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場
の
負

担
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世
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参

入
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独

自
支
援
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強
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考
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は

A
　
令
和
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寄
附
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績
は
︑約
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億
６
千
３
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で
︑令
和
６
年

度
よ
り
２
・
４
％
ほ
ど
の
減
額
に

な
っ
て
い
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す
︒収
支
状
況
に
つ
い

て
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25
億
円
ほ
ど
︑残

り
の
25
億
６
千
万
円
ほ
ど
は
市
の

事
業
に
活
用
し
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ま
す
︒

A
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返
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品
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ッ
チ
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ル
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順
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︑次
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％
︑

次
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︑次
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︑
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歳
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︑年
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比
例
し
て
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税
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取
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巻
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環
境
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透
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状
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争
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激
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制
度
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正
の
影
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な
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よ

う
努
力
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き
ま
す
︒

Q
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年
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今
後
の
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Q
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附
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た
め
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市

の
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組
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効
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Q
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附
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具
体
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教
育
委
員
会
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教
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援
︑そ
し
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病
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連
携
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︑医
師
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学
校
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て
︑不
登

校
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早
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未
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尽

力
し
て
い
ま
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︒子
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も
家
庭
課
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し
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庭
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や
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加
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援
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携
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︑学
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岐
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携
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︒
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︑
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︒
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検
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︒
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こ
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と
い
う
温
か
い
気
持
ち

を
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実
に
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の
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来
へ
つ
な
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く
こ
と
こ
そ
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で
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る
と
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て
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ま
す
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！
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富
野
小
学
校
就
学
希
望
者

向
け
学
校
説
明
会

 

テ
レ
ビ
難
視
聴
４
地
域

こ
ど
も
・
若
者
の
育
ち
を
さ
ら

に
高
め
る
具
体
的
実
践
に

つ
い
て

木
育
の
重
要
性
と
今
後
の
取
組

児
童
発
達
支
援

　
令
和
８
年
度
入
園
受
付
で
︑富
岡

保
育
園
を
第
１
希
望
に
し
た
方
が

60
人
で
︑そ
の
う
ち
︑入
園
で
き
な

か
っ
た
方
が
29
人
で
す
︒加
配
が
必

要
な
児
童
を
確
実
に
受
け
入
れ
ら

れ
る
よ
う
に
︑よ
り
専
門
性
の
高
い

施
設
に
し
て
い
き
ま
す
︒

A
　
２
つ
の
園
は
廃
止
の
方
針
を
打

ち
出
し
て
お
り
︑多
機
能
型
の
設
置

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
︒増
加
す
る

ニ
ー
ズ
に
は
︑富
岡
保
育
園
を
拠
点

に
専
門
ス
キ
ル
を
持
っ
た
保
育
士

を
配
置
し
対
応
し
ま
す
︒

A

Q
歴
史
が
あ
り
市
内
外
か
ら

評
価
が
高
い
親
子
教
室
の

課
題
は

Q
そ
の
富
岡
保
育
園
の
入
園

希
望
の
状
況
は
︒療
育
の
拠

点
と
す
る
の
は
難
し
い
の

で
は

Q
小
規
模
特
認
校
制
度
の
優
位

性
を
広
報
し
て
は

Q
洞
戸
・
板
取
・
武
芸
川
・
武
儀

地
域
に
お
け
る
視
聴
環
境
維

持
の
た
め
の
今
後
の
方
針
は

木
育
を
次
期
総
合
計
画
に
明

記
し
全
庁
的
に
進
め
て
い
く

考
え
は

Q
保
育
園
再
編
に
あ
た
っ
て

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
今
後
の
予

算
編
成
へ
の
意
気
込
み
は

Q A
　
関
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計

画
で
は
︑現
在
の
共
同
受
信
設
備
の

維
持
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
手

段
の
一
つ
と
し
て
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
へ
の
転
換
を
示
し
て
い
ま
す
︒

　
公
設
民
営
の
光
ケ
ー
ブ
ル
網
で

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
４
地
域
に
展

開
す
る
た
め
に
は
各
地
域
に
設
置

し
て
あ
る
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
に
︑そ
れ

ぞ
れ
放
送
信
号
送
信
設
備
の
増
設
が

必
要
で
す
︒令
和
７
年
度
ベ
ー
ス
で

試
算
を
す
る
と
︑す
べ
て
の
共
聴
施

設
が
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
移
行
す
る

場
合
は
約
２
億
円
が
必
要
に
な
り
ま

す
︒さ
ら
に
毎
年
の
機
器
保
守
費
用

や
５
︑６
年
ご
と
の
主
要
機
器
の
更

新
費
用
も
必
要
で
す
︒こ
の
よ
う
に

施
設
の
維
持
管
理
に
は
多
額
の
費

用
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
︑持
続

可
能
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
た
め

に
は
︑共
同
受
信
設
備
を
廃
止
し
て

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
完
全
移
行
す

る
と
と
も
に
︑整
備
地
域
に
お
い
て

一
定
規
模
の
加
入
が
必
要
と
な
り

ま
す
︒

　
現
時
点
で
は
具
体
的
な
要
望
は
な

く
︑各
共
聴
組
合
に
よ
る
受
信
環
境

の
維
持
が
基
本
と
な
り
ま
す
が
︑地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移
行
か
ら
相

当
期
間
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か

ら
︑ま
ず
は
各
共
聴
組
合
の
現
状
を

把
握
し
た

う
え
で
︑今

後
の
対
応

に
つ
い
て

検
討
し
て

い
き
ま
す
︒

A
　
優
位
性
を
求
め
る
児
童
や
保
護

者
の
皆
さ
ん
が
特
認
校
制
度
に
つ

い
て
理
解
し
︑就
学
を
検
討
さ
れ

る
際
に
活
用
で
き
る
よ
う
な
情
報

提
供
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
︒

A
　
支
援
を
必
要
と
す
る
親
子
が
増

加
し
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
中
︑十

分
な
支
援
が
行
き
届
い
て
い
な
い

こ
と
が
課
題
で
す
︒

Q
５
歳
児
健
診
で
支
援
の
必

要
な
子
が
ど
の
く
ら
い
増

え
る
か
︒ま
た
︑そ
の
受
け

皿
は

A
　
健
診
の
導
入
に
よ
り
︑多
く
て
新

た
に
約
１
０
０
人
の
療
育
的
な
支

援
が
必
要
と
な
る
見
込
み
で
す
︒受

け
皿
は
︑民
間
施
設
の
活
用
も
含
め

て
関
係
機
関
と
連
携
し
︑検
討
を
し

ま
す
︒

Q
本
市
の
小
規
模
保
育
の
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
の
評
価
は

A
　
一
人
ひ
と
り
の
特
性
に
応
じ
た

対
応
に
よ
り
︑子
ど
も
同
士
が
自
然

に
関
わ
り
合
い
︑思
い
や
り
の
心
が

育
ま
れ
る
な
ど
︑共
に
育
つ
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
保
育
の
実
践
が
進
ん
で

い
る
と
評
価
し
て
い
ま
す
︒

Q
支
援
を
要
す
る
子
の
増
加
や

民
間
の
受
け
皿
不
足
を
踏
ま

え
︑南
ケ
丘
保
育
園
と
富
野

保
育
園
に
児
童
発
達
支
援
事

業
を
設
置
し
︑多
機
能
型
保

育
園
と
し
て
の
運
営
を
検
討

し
て
は

　
木
育
は
︑森
林
の
役
割
︑木
材
の

活
用
︑そ
し
て
林
業
の
重
要
性
を
市

民
の
皆
様
に
深
く
ご
理
解
い
た
だ

く
た
め
の
︑極
め
て
重
要
な
施
策
で

あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
︒今
後
は
︑

木
育
を
単
な
る
教
育
施
策
と
し
て

で
は
な
く
︑産
業
振
興
︑環
境
保
全
︑

市
民
の
健
康
増
進
︑さ
ら
に
は
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
に
繋
が

る
総
合
的
な
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
︑

次
期
総
合
計
画
に
明
記
す
る
こ
と
を

検
討
す
る
と
と
も
に
︑全
庁
的
な
推

進
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
︒

A
　
令
和
８
年
度
は
︑公
私
立
保
育
園

保
育
士
の
処
遇
の
比
較
検
討
︑本
市

独
自
の
配
置
基
準
に
よ
る
保
育
士
数

の
設
定
︑不
足
す
る
保
育
士
雇
用
に

関
す
る
支
援
策
の
検
討
な
ど
保
育
士

を
確
保
す
る
た
め
の
準
備
を
進
め

ま
す
︒

　
次
に
令
和
９
年
度
は
︑私
立
保
育

施
設
の
保
育
士
確
保
策
を
実
行
す
る

だ
け
で
な
く
︑公
立
保
育
園
で
培
わ

れ
た
自
然
保
育
な
ど
の
特
色
あ
る
保

育
を
民
間
保
育
園
へ
広
げ
る
た
め
の

支
援
金
の
拡
充
を
検
討
し
ま
す
︒ま

た
公
私
立
保
育
園
の
連
携
を
拡
大
し
︑

保
育
士
の
研
修
の
共
同
実
施
を
一
層

促
進
し
ま
す
︒

　
そ
し
て
令
和
10
年
度
は
公
立
保
育

園
と
民
間
保
育
施
設
の
役
割
分
担
に

基
づ
き
市
全
体
と
し
て
持
続
可
能
な

保
育
提
供
体
制
を
確
実
に
実
現
し
ま

す
︒こ
れ
ら
を
確
実
に
実
行
す
る
た

め
に
令
和
９
年
度
︑令
和
10
年
度
は

必
要
な
予
算
確
保
に
努
め
ま
す
︒具

体
的
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
遅
く
と
も

令
和
８
年
７
月
中
に
公
表
予
定
で
す
︒

A

北村 　幸が
問います！

きたむら　　たかゆき

　令和７年に設置された「政治倫理に関する調査特別委員会」（委員11名）は、１年間で11回開
催し、調査研究結果の取りまとめを行いました。６月29日、令和８年第２回定例会本会議で、田中
巧委員長が調査研究結果の報告を行い、同委員会は解散しました。

　本特別委員会は議会基本条例第24条に規定される政治倫理を基礎とし、
ハラスメント問題を含め、議員に求められる倫理基準の具体性の程度やその
実効性について多角的に検討した。調査研究の結果、政治倫理に関する実効
性のある規範を明文化する必要性について、共通の認識を持つに至った。具
体的には、議員が遵守すべき行動基準や手続きを別途定める方向性が示さ
れ、執行部と連携した第三者機関の設置を求めていくことで意見が一致した。
今後は、これまでの議論を踏まえ、市民からの信頼確保と問題の未然防止に
資する仕組みの整備に向け、引き続き議会内での検討が進められることを期
待し、本委員会の所期の目的である調査研究については終了することとした。 

報告の概要

政治倫理に関する調査特別委員会の調査研究結果

岩出 和也が
問います！

いわで     　かずや

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

代
表
・
一
般
質
問

代
表
・
一
般
質
問

川合 治義が
問います！

かわい　   はるよし
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問います！

きたむら　　たかゆき

　令和７年に設置された「政治倫理に関する調査特別委員会」（委員11名）は、１年間で11回開
催し、調査研究結果の取りまとめを行いました。６月29日、令和８年第２回定例会本会議で、田中
巧委員長が調査研究結果の報告を行い、同委員会は解散しました。

　本特別委員会は議会基本条例第24条に規定される政治倫理を基礎とし、
ハラスメント問題を含め、議員に求められる倫理基準の具体性の程度やその
実効性について多角的に検討した。調査研究の結果、政治倫理に関する実効
性のある規範を明文化する必要性について、共通の認識を持つに至った。具
体的には、議員が遵守すべき行動基準や手続きを別途定める方向性が示さ
れ、執行部と連携した第三者機関の設置を求めていくことで意見が一致した。
今後は、これまでの議論を踏まえ、市民からの信頼確保と問題の未然防止に
資する仕組みの整備に向け、引き続き議会内での検討が進められることを期
待し、本委員会の所期の目的である調査研究については終了することとした。 

報告の概要

政治倫理に関する調査特別委員会の調査研究結果

岩出 和也が
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川合 治義が
問います！

かわい　   はるよし
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　暦の上では秋とはいえ、未だ厳しい残暑が続いております。
市民の皆様、どうぞご自愛ください。おかげさまで本誌は
第10号を迎えることができました。広報委員会一同、「市民に
開かれた議会」を目指し、毎回熱心な議論を重ねて編集してお
ります。これからも暮らしに直結する議会を、身近に感じられ
る紙面にしてお届けしてまいります。

　安全第一でルールとマナーの
遵守を心がけて参加しています。
危険のないよう日頃から射撃練
習をしています。最近のクマの駆
除については現在関市猟友会と
して「緊急銃猟」を含めて検討中
です。

第３回定例会は

日程は変更になる場合があります。
詳しくは議会ホームページへ

８月31日（月）〜
　　９月30日（水）

　農作物被害を受ける農業者か
ら感謝の言葉をかけられた時
や、まき狩り（複数の猟師が沢を
囲み一定の場所へ獣を追い詰め
て狩る共同狩猟法）など狩猟そ
のものと、獲物の分け合いなど
仲間との連帯を感じる時です。

狩猟をする際の心がまえなどは

　駆除活動に必要な銃や罠などの道具代や維持費に対する補助を
増額してほしいです。

日ごろの活動の悩み事は

活動で楽しさを感じる時は

No.11

編 集 後 記

関市あるあ
る！

期限切れに注意！
作：森田 博巳 さん

議会だよりの表紙写真を
募集しています！
関市で撮った素敵な景色や笑顔の
写真をご提供ください！

①お名前　②写真の説明
を添えて送ってくださいね。

「暮れゆく秋」

PHOTO

関市猟友会は現在６支部あり、125人の狩猟免許保持者がい
ます。そのうち52人は銃猟免許保持者です。このほど関支部
の有害鳥獣駆除員15人が早朝に支部長を兼ねる関市猟友会
会長臼田雄一さんの事業所前に集合しました。この日は肥田
瀬地区で、増え過ぎてきたカラスを対象にした有害鳥獣駆除
活動に出動とのことでした。慌ただしい準備の合間に猟師さ
んたちにインタビューしました。

関市猟友会 関支部 の皆さん

暮らしにエール商品券
【第２弾】（せきpay・せきチケ）

の有効期限は９月30日まで
です。（担当：企画広報課）

撮影者：関商工高等学校　写真部　外川蒼悟
関商工高校の校舎を黄金色に染めながら沈む夕日。手前のススキが秋の深まりを感じ
させます。生徒たちが日々成長していく学び舎の穏やかで美しい日常の１コマです。


